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障害者福祉への理解と障害者の社会参加を一層高めるために

障害者週間記念イベントを開催
12月9日は障害者の日、12月３日から9日ま

では障害者週間です。

市では、皆さんに障害者の日や障害者週間

について知っていただき、また障害者自らが

社会参加への意欲をより一層高めることを目

的として各種の催しを行います。

どなたでも参加できますので、ぜひお越し

ください。

問健康福祉会館障害者福祉センター℡383

―7111

期日　12月９日(日)

時間　午前10時～午後3時

会場　ふれあい22（健康福祉会館）

講演会「夢をかなえる」　　時間…午前10時～正午

講師…京谷和幸（さようや　かずゆき）氏

（シドニーパラリンピック車いすバスケット

ボール日本代表）＝写真＝

内容…プロサッカー選手（ジェフ市原）時代、

交通事故で車いすの生活となる。失意の中 、

妻の支えや励ましがあり、リハビリの一環と

して車いすバスケットに出合う。その後、パ

ラリンピック出場を目標に練習に励み、夢を

実現させた。

案
内
図

・五香駅西口から徒歩13 分

■八柱駅・新八柱駅から新京成バス｢ 牧の原団地｣ 行き

(1時間に3～4本程度)で｢牧の原団地｣下車徒歩3分。

(常盤平駅からのバスは1時間に3本程度)

※運行時刻等についてはお問い合わせください。

問新京成電鉄松戸営業所℡387 －0388

●参加・体験できるコーナー

◆朗読・点訳ボランティア体験　　時間…午前10 時～午後3時

視覚障害者のためのボランティアである朗読・点訳の活動を体験できます。

◆車いす試乗体験・視覚障害の状態を体験　　時間…午前10 畤～午後3時

障害者の立場になって考えてみよう。

◆創作体験　　時間…午前10 時～午後3時

デイサービスの各種講座（さをり織り・墨絵・ゆび編み・絵手紙・手工芸・バ

ードカービング・水彩画・レザークラフト）が体験できます。

◆おもちゃの図書館・おもちゃの病院　　時間…午前10 時～午後3時

気に入ったおもちゃで遊ぶことができます。また､ 壊れたおもちゃを修理し ま

すのでお持ちください。

◆朗読をきくかい　　時間…正午から

松戸朗読奉仕会の会員による朗読を生で聞くことができます。

期日…12月7日(金)～9日日

時間…午前10時～午後3時

会場…伊勢丹松戸店前広塲

昨年の福祉バザー

市内18 の福祉施設では 、障害者が通い 、自

立に向けて生産品を作るなどの活動を行って

います。一つ一つ丁寧に作られた作品を 、こ

の機会に手にとってご覧＜ださい。

内容手作り品（縫製品 一木工品・陶芸品 一菓

子ほか）の販売、各福祉施設の紹介、バザー

参加施設・ わかぱ問・第2 わかば園・小金わ

かば苑・松里福祉作業所・第2 松里福祉作業

所・市立のぞみ学園・もえぎ作業所 ●福祉作

業所ひまわり ●福祉作業所ゆりの木・ アート

ボックス作業所●コスモス作業所●福祉作業

所ふくし館ぱれっと ●いぶきの広場・第2い

ぶきの広場・ 喜楽家・福祉作業所だっくす・

ビオラ工房●みのり作業所

問障害福祉課℡366―7348

●作品展示　　　　　　　 時 間…午前10 時 ～午後3 時

障害を持つ人が､ふれあい22 のデイサービス講座で作り上げた作品を展示します。

● アトラ クション　　　　 時間…午後O 時15 分～2 時40 分

腹話術・人形劇・手品・コーラス・社交ダンス・フラダンスの発表。

●権利擁 護相談コ ーナ ー　 時間…午前10 時 ～午後2 時30 分

権利擁護制度などについて、何でもお聞きください。

12月9日は、「障害者の日」です。

この日は、1975年（昭和50年）に国際連合で「障害者の権利宣言」を採択し

た日であり、12月９日以前の1週間（12月3日～9日）が障害者週間とされてい

ます。

障害者週間は、国民が広く障害者の福祉について理解と関心を深め、また

障害者が積極的に社会に参加する意欲を高めるための運動期間です。

人口と世帯

人口

男

女

世帯

468,071人 ［+ 874]

235,919人 ［+ 424]

232,152人 ［+ 450 ］

186,285世帯［+ 568 ］
※平成12 年国勢調査の確定値を基準とし

て集計した常住人口です。

ふるさと便

松戸の特産品の「矢切

ネギ」は全国的に有名で 、

高級料理店などでも広＜

使われています。

ぜひ一度ご賞味ください。

主な内容

平成13年度上半期審議会等の会議

公開の運用状況　　　　　　 ②

第53回人権週間事業を開催　 ③

松戸市の財政事情を公表　 ④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

甲込期間11月26日月～12月18日火

引き渡し・発送12月３日月～25日火

価格

(送料別)
申し込み先

ふるさと便・

矢切ネギ

泥ネギ葉つき

7kg

2,000円

(税込み､送料

別)

JA まつど経済センター

℡341-5151または同

農協各支店へ(土・日曜

日を除く)

松戸市内の交通事故発生状況(平成13年

1月1日～10 月31 日)

Ｏ　内は12年1月１日～10月31日

＼
松戸警察署・松戸東警察署管内

発生件数 死者数 傷者数

10月末

現在

2,001 件

(2,137

11人

(12)

2,404 人

(2,474)

増減数 -136 件 －1人 一7O人

千

葉
県
警
察
本
部
で
は
、
交
通

事
故
死

者
四
百

人
未
満

達
成
に
向

け

て
、
交
通
死
亡
事
故
抑
止
対
策

を
実
施
し
て

い
ま
す
。

県

内
に
お

い
て
発
生
す

る
交
通

事
故
（
重
傷
事
故
以
上
）
は
、
日

が
短
く

な
る
こ

れ
か
ら
の
季
節
で

は
、
薄

暮
時
間
帯
か
ら
夜
間
に

か

け

て
集

中
的
に
発
生
し
て

い
る
の

が
特
徴

で
す

。

1
0月
3
1日

現
在
、
県
内
に

お
け

る
交

通
事
故
発
生
件
数

は
三
万
九

件

、
交

通
事
故
死

亡
者

数
は
三
百

二

十
一
人
に
の

ぽ
り
ま
す

。

夕
方
、

車
等
（
二
輪

車

・
四
輪

車

・
自
転
車
）
で
帰
宅
、
外
出
等

の
際
は
、
早
め
に

ラ
イ

ト
を
点

灯

す
る
な
ど
安
全
運
転
に
努

め
ま
し

問
松
戸

警
察

署
交

通
課

℡
3
6
9
・
０

１
１
０
、
松
戸
東
警
察
署
交

通
課

℡
3
4
9
・
0
1
1
0

交
通
死
亡
事
故
抑
止
対
策
を
実
施
中

福祉バザー「ふれあいフェスティバル」
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障害者の日・障害者週間とは

1
2
月
3
1
日
月
ま
で

松戸特産のネギを販売
11月１日現在

囗
は
前
月
比



Ｉ

広報まつど 2001年(平成13年)11月25日

市
で
は
、
平
成
1
1年
１
月
か

ら
「

審
議
会
等
の
会
議
の
公

開
に
関
す
る
指
針
」
を
施
行

し

、
審
議
会
等
の
会
議
を
原

則
と
し
て
公
開
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
会
議
を
傍
聴
で

き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問
総
務
膽
情
報
公
開
係
℡
3
6
6
・

7
3
0
5

会
議
公
開
制
度
の
実
施
状
況

今
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
会

議
公
開
制
度
の
実
施
状
況
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る

事
項
を
取
り
扱
う
場
合
等
、
審
議

内
容
に
よ
っ
て
は
非
公
開
と
す
る

会
議
が
あ
り
ま
す
が
、
市
の
施
策

計
画
に
関
す
る
会
議
な
ど
は
公
開

と
な
っ
て
い
ま
す
。

傍

聴
の

方

法

等

公
開
す

る
審

議
会

等
の
会

議
の

開
催
予
定

・
傍

聴
手

続
き
の
方
法

に

つ
い
て
は
、
広

報
ま

つ
ど
・
市

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
各
支
所
で
お
知
ら
せ
し

て
い

ま
す
。
ま
た
、
行
政
資
料

セ
ン
タ

ー
（
市

役
所
別
館

一
階
）
で
は
、
非

公

開
の
も
の
を
含
め

た
す

べ
て
の

会

議
に

つ
い
て
、
開
催
予
｛
疋
・
会

議
の
開
催
結
果
等

の
情

報
を
提
供

し
て

い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ

ん
の
傍

聴
を
お
待

ち
し
て

い
ま
す

。

審議会等の会議公開の実施状況( 平成13 年4 月～9 月分)

開催回数
公開・非公開の内訳

公開 一部公開 非公開 その他（未決定等）

84
31 ６ 46 １

審議会等の会議の公開・非公開の決定状況(平成13 年9 月末現在)

審議会等の数
公開・非公開の決定区分

公開 一部公開 非公開 その他(末決定等)

54 27 12 ９ ６

寄

附
に

感

謝
し

ま
す

（
平

成
1
3年

４
月

１

日
～

９

月
3
0日

受

け

付
け

分

）

多
く

の
方

か
ら

貴
重

な
寄
附
を

い
た
だ
き
、

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い

ま
し
た

。

皆
様

の
ご
厚

意
は
、
趣
旨
に
沿

っ
て
大

切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き

ま
す
。

井
正
昭
、
㈲
千

成
亭

、
宇
澤
恵
一
、

成
田
昇
、

㈱
昧

華
、
丸
山
愛
、
剛

少
林

寺

拳
法

松
戸
相

模
台

支

部
、

創
友
応
援
会

、
立
流
宗
家
、
み
の

り
リ
サ
イ
ク
ル
会
、
社
千
葉
県
宅

地

建
物
取

引

業
協
会

松
戸

支

部

。

マ
ツ
モ
ト

キ
ョ

シ
あ
ゆ
み
会
、
永

渕
睦

子

、
松

戸

い
ず
み
幼

稚

園
、

陣

ケ
前
こ

と
ぶ
き
会

、
加
藤
美
佐

小
、
大

橋
子

ど
も
会
育
成
会
、
小

板

橋
病
院
、
中

山
治
郎

、
北
村
俊

二

新
松
戸
ユ
ー

カ
リ

パ
ー
ク
（

ウ
ス
、
マ

ザ
ー

ズ

ー
フ
リ
マ
、
石

亀
喜
久
代

、
新
松
戸
二
丁

目
町
会

、

鈴
木

吉
次

、
㈲
モ
ッ
ク
、
土
山
謙

治
、
大
谷

哲

雄

徳川昭武写真コンテスト入選作品が決定

いつまでも残したい我がまちの風景
徳川昭武写真コンテスト( テーマ｢ いつ

までも残したい我がまちの風景｣)にご応募

いただきありがとうございました。応募総

数176 点を厳正に審査し 、33点の入賞作品

を決定しました。

入選作品写真展を開催し ますので、ぜひ

ご覧ください。

展示期間…12月７日(金)～20日(木)

会場‥･松戸駅東西連絡通路市民ギャラリー

展示内容…徳川昭武大賞(1 点) 、優秀賞(2

点)、入賞(30 点)

※入賞作品の公表は、写真展をもってかえ

させていただきます。

問商工観光課℡366-7327

徳
川

昭

武

大

賞

「

け
や

き
の
あ

る
風

景
」
　

森
か
ず
お

氏

松

戸
東

ラ
イ

オ
ン

ズ

ク
ラ

ブ
、

富
士

電

エ
ン
ジ

㈱
東

関
東
支

店

、

㈱
中

犬
住
宅
、
宇
野
佐
和
子
、

黄

色

い
帽
子

の
会
、
常
盤
平
団
地

自

治
会

、
出
口
英
次
、
宗

教
法
人

自

由
宗

教
一
神
会
、
宗
村
文
子

、
松

戸
カ
ッ

パ
友
の
会
、
広
島

お
好

み

焼
み
せ
ん
、
荒
木
筆
義

（
順

不
同

・
敬

称
略
）

※
な
お
、
松
戸
市
で

は
古
着

、
ぬ

い
ぐ
る
み
等

の
寄
附

の
申
し

込

み
を

い
た
だ

い
て
も
受
け
入

れ

で
き
な

い
品

が
あ
り
ま
す

。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
ぐ
だ

さ
い
。

問
総
務
課
総
務
係

℡
3
6
6
・
7
3
.
0

優

秀

賞

「

大

き

な

木

」

庄
司
正
氏

優秀賞

「おばあちゃんの小さな旅」　 栗山竜太氏

ご

存

じ

で

す

か

退

職

者

医

療

制

度

会
社
を
退
職
し
、
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
国
民
健
康
保
険
で
す

○

対

象

と
な

る
人

次
の
条
件
す

べ
て
に
当
て
は
ま

る
人
と
そ
の
扶
養
家
族
（
た
だ
し
、

所
得
の
制
限

が
あ
り
ま

す
）
が
対

象
に
な
り
ま
す

。

①
国
民

健
康
保
険
に
加

入
し
て

い

る②

老
人

保
健
制
度
の
適
用
を
受
け

て

い
な

い

⑤

厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
老
齢

年

金
を
受
け

て
お
り

、
そ
の
年
金

制
度
に
二
十
年
以

上
加

入
し
て

い

る

か
、
ま
た

は
四

十
歳
以
降
に
通

算
し
て
十
年
以
上
加
入
し
て

い
る

○

医

療

費

の
自

己

負

担

額

が

軽

減

さ

れ

ま

す

医
者
に

か
か
っ
た
と
き
の
自
己

負
担
額
は
、
左
記

の
と
お
り

で
す
。

野
田
市

の
清

掃
工
場

が
不

慮
の

事
故
で
稼
働
で
き
な
く
な

っ
た
た

め
、
1
0月
９
日
急
き

よ
野
田
市

長

か
ら
松
戸
市
長
に
可
燃

ご
み
の
一

部
の
焼
却

処
理
支
援
に

つ
い
て
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。

東
葛
地
域
に

は
相
互
支

援
協

定

が
あ

る
こ
と
か

ら
、

柏
・
流
山

・

我
孫
子

・
鎌
ヶ
谷

・
関
宿

・
沼

南

の
各
市
町
と
も
調
整
し

、
各

目
治

体
で
支
援
す

る
こ
と

と
な
り
ま
し

た
。本

市
で
も
ご
み
の
焼
却
古
援

（
一

部
）
を
行

い
ま
し
た

の
で
、
報
告

し
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す

。

期
間
・
：
1
0
月
1
1
日
か
ら
1
1
月
末
ま

で搬
入
施
設
…
松
戸
市
ク
リ
ー
ン
セ

既

搬

入

量
：
二

八

四

言

（
1
0
月

１１
一

日
・
1
2
日
・
1
5
日
・
1
6
日
・
1
8
日

・
1
9
旦

問
環

境

計

画

課

℡
3
6
6・
7
3
3
1

被扶養
者（家
族）

退職被保
険者（本
人）

入　 外

院　 来

入　 外

院　 来

一　 －一一　 一

割　 割

－　 一一　 一

割　 割

○

退

職

被

保

険

者
の

資

格

は

い

つ

か

ら
？

年

金
受

給
権
が
発
生
し
た
日
か

ら
受
け
ら

れ
ま
す

。
年
金
証
書
を

受
け
取

っ
た
日

か
ら
十
四
日
以
内

に
届
け
出

を
し

て
く

だ
さ

い
。

○

届

け

出

に

必
要

な

も
の

は

①
国
民
健
康
保
険
証
（
す
で
に
取

得
し

て
い
る
人

）

②
年

金
証
書
（
加
入
月

数
の
記

載

さ
れ
て
い
る
も
の
）

③
印

鑑

①
世

帯
主

の
銀
行
通
帳
（
さ

か
の

ぽ
っ
て

資
格

が
発

生
し

た
人

に
、

届
出
日

か
ら
最
長
二

年
間

の
医
療

費

の
自
己

負
担
額
の
一
割
を
払

い

戻
し

ま
す

）

○

受

付

場

所

は

保

険
課
（
市
役
所
本
館
一

階
）
・

各
支
所

で
申
請
を
受

け
付
け
て

い

ま
す

。

問
保
険
課
資
格
給
付
係
℡
3
6
6
・
7

3
5
3

あ
な
た
の
健
康

緑
内

障

と
は

緑
内
障
と
は
、

視
神
経

が
障

害
さ
れ
視
野

見

え

る
範
囲
）
が

狭
く
な
る
病
気
の
こ
と
で
す
。

緑
内
障
と

い
う

と
、

目
や
頭

が

痛
く
な
り
、
す
ぐ

に
失

明
し
て

し
ま

う

と
思

い

が
ち
で

す

が
、

多
く
の
緑

内
障

は
自
覚
症
状

が

ほ
と
ん
ど
な
く

、
知

ら
な

い
う

ち
に
進
行
し
て

い
く

の
で
目
に

異
常
を
感
じ

る
こ

と
は
少
な

い

の
で
す

。
よ
く
見
え

る
か
ら
大

丈
夫
と
思

っ
て

い
て
も
視
力
と

視
野
と
は
違
う
の
で
す
。

緑
内
障

で
よ
く
見

え
な

い
と

自
覚
す

る
よ
う

に
な
っ
た
ら
す

で
に
末
期
に
近

づ
い
て

い
ま
す

。

現
在
、
失
明
原
因

の
第
一
位

は
糖
尿
病
性
網
膜
症
で
、
第
一
一

位

が
緑
内
障
で

す
。
ど
ち
ら
も

自
覚
症
状

が
乏

し

い
た

め
発
見

が
遅
れ
て
し

書
っ
の
で
す
。

緑

内

障

は

珍

し

い

病

気

で
は

あ

り

ま
せ

ん

四
十
歳
以
上
の
三
十
人
に
一

人
は
緑
内
障

で
、
そ
の
う
ち
治

療
を
受
け

て
い
る
人

は
、
約
二

割
と
言
わ
れ
て

い
ま
す

。

松
戸
市

の
四

十
歳
以
上

の
人

口
は
、
平

成
1
3年

３
月
3
1日
現

在
で
約
二

十
一
万

九
千
人
な

の

で
、
単
純

に
計

算
す

る
と
緑
内

障
患
者

は
約
七

千
三
百

人

、
未

治
療
の
人
が
五
千
八
百
四
十
人

も

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

ど

の

よ

う

に

し

て

発

見

で
き

る
の

で

し

ょ

う

か

ほ

か
の
症
状

、
ほ
か

の
病
気

で
眼
科
を
受

診
し
て
発
見

さ
れ

る
、

あ
る

い
は
人
間

ド
ッ
ク
で

発
見

さ
れ
る
こ

と
が
多

い
よ
う

で
す
。

「
何

で
視
力
を
測
る
の
か
？

287

メ
ガ
ネ
を
作
り

に
来
た

の
で

は

な
い
」
「
何
で
眼
圧
な
ど
測
る
の

か
？
・
測
ら

な
く

て
よ

い
」
と
言

う
患
者
さ
ん
が
時
々
い
ま
す
が
、

す

べ
て
必
要

な
検
査
で
す

。
特

に
緑
内
障

に
関
し
て
は
、
眼
圧

を
測
り

、
視
神
経
を
見

る
こ

と

な
し
に
は
発
見

で
き
ま
せ

ん
。

ど
の
よ
う
な
検
査
を
す
る
の

で
し
ょ
う

目
の
圧
力
を
調
べ
る
眼
圧
検

査
、
神
経
の
障
害
を
調
べ
る
眼

底
検
査
、
緑
内
障
の
種
類
を
調

べ
る
隅
角
検
査
、
見
え
る
範
囲

を
調
べ
る
視
野
検
査
が
主
な
検

杏
で
す
。
も
ち
ろ
ん
初
診
時
の

視
力
も
調
べ
ま
す
。

ど
の
検
査
も
痛
く
あ
り
ま
せ

ん
の
で
安
心
し
て
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
眼
底

検
査
は
目
薬
で
瞳
を
大
き
く
し

て
眼
の
中
を
見
る
検
査
で
、
検

査
終
了
後
も
六
、
七
時
間
は
物

が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
、
ま
ぶ
し

い
の
で
眼
底
検
査
を
受
け
よ
う

と
思
う
場
合
は
車
や
自
転
車
で

の
来
院
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

早
期

発

見

・
早

期

治
療

緑
内

障
の
場
合
、

一
度
失

わ

れ
た
視
野
は
治
療
し
て

も
回
復

し
ま
せ

ん
の
で
、
特
に

早
期

発

見

・
早
期

治
療

が
重
要

で
す
。

治
療

は
、
点
眼
薬

・
レ
ー
ザ

ー
・
手

術
に
よ
り
ま
す

が
、
す

ぐ
に
手

術
と

い
う
こ
と

は
ま
ず

あ
り

ま
せ

ん
。
ほ
と

ん
ど
の
人

は
点

眼
薬
で
眼
圧
を
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
ま
す
の
で
、
家

族
に

緑
内

障
の
人

が
い
る
場
合

は
特

に
早
め
に
眼
科
を
受
診
し

て
く

だ
さ
い
。

（
松
戸

市

医

師

会

）

審

議
会

等

の

会

議
公

開

の

運
用

状

況

（
平

成

１３

年

度

上

半

期

）

そ
の他

福
祉
関
係
へ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
市
川

営
業
支
店
、

㈱
ソ

ー
ラ
ン
社
、
エ
ー
・
エ
ル
・
テ
ィ

産
業

㈱
、
松

戸
商
工
会

議
所
、
松

戸
市
観
光
梨

園
組
合
連
合
会

、
松

戸
市

梨
研

究
会

、

ダ
イ

ニ
用
品

、

米

倉
啓
三
、

山
崎

秀
臣

、
百

十
学

校
生
徒

一
同

、
加

藤
弘

之
、

㈱
ダ

イ

エ
ッ
ク
ス

、
岡

部
加

代
子

、
酒

野
田
市
の
ご
み
の

焼
却
に
つ
い
て

緑
内
障
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第53回人権週間事業・12/4～10 は人権週間

優しい心を育むまち松戸をめざして
12月４日から10 日までの1週間を｢ 人権週間｣

として人権尊重の理念の普及を図っています。

この機会に人権についてもう一度考え、皆さ

んがこれは人権問題ではないかと感じたことや

困りごと、心配ごと、子どものいじめの問題で

の悩みごとなどがありましたら、人権擁護委員

に遠慮なくご相談ください。相談は無料で、秘

密は固く守られます。また、千葉地方法務局松

戸支局( ℡363-6278) でも相談を受け付けてい

ます。

※定例の人権相談については、広報まつどの相

談案内をご覧ください。

問福祉事務所援護係℡366-7349

市民栄誉賞を3人に贈呈

期間中関連行事を開催します

1
1
1
1

一
月

３

日

の

文

化

の

囗

を

前

に

、

帝

国

ホ

テ

ル

料

理

顧

問

・

村

上

信

夫

さ

ん

（
市

内

在

住

）
、

阪

神

タ

イ

ガ

ー

ス

打

撃

コ

ー
チ

・
和

田

豊

さ

ん

（
本

市

出

身

）
、

宇
宙
飛
行
士
・
角
野
直
子
さ
ん

（
本

市

出

身

）
の

三

人

の

方

々

へ

の

松

戸

市

民

栄

誉

賞

贈

呈

が
決

ま

り

、
2
2
日

、

贈

呈

式

を

行

い

ま

し

た

。

今

回

の
市

民

栄

誉

賞

は

、

平

成

１１
年

に

初

の

贈

呈

と

な

っ
たんさ夫信上村

人権擁護委員

・育てよう一人ひとりの人権意識

～思いやる心が築く新世紀～

・女性の地位を高めよう

・子どもの人権を守ろう

●高齢者を大切にする心を育てよう

・障害のある人の完全参加と平等を実現しよう

・部落差別をなくそう

・アイヌの人々に対 する理解を深めよう

●外国人の人権を尊重しよう

・HIV感染者等に対する偏見をなくそう

・刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

矢
切
の
渡
し
船
頭
・
杉
浦
正
雄

さ
ん
に
続
く
も
の
で
す
。

村
上
信
夫
さ
ん
は
、
そ
の
道

一
筋
七
十
年
、
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
極
め
、
日
本
の
食
文
化
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
4
4年
に
は
帝
国
ホ
テ
ル
の

総
料
理
長
と
い
う
要
職
に
就
任

さ
れ
、
平
成
８
年
か
ら
は
料
理

顧
問
と
い
う
新
た
な
立
場
で
現

在
も
多
忙
な
日
々
を
送
ら
れ
て

い
ま
す
。

んさ豊田和

和
田
豊

さ
ん

は
、
昭
和
6
0年

、

プ

ロ
野
球

・
阪
神

タ
イ

ガ
ー
ス

に
入
団
以

来

、
今

シ
ー

ズ
ン
ま

で
現
役

選
手

と
し
て
活

躍
さ

れ

て
き

ま
し

た

。
そ

の
問
、
野
球

に
対
す

る
ひ

た
む
き

な
姿
勢
で

数
々

の
実
績

を
残
し

、
通
算
打

率
も
二

割
九
分

一
厘

と
、
ま

さ

に

「
職

人
」

の
名
に

ふ
さ
わ
し

い
も

の
で
す

。
引
き

続
き
、
打

撃
コ

ー
チ
と
し

て
阪

神

タ
イ

ガ

ー
ス

の
ユ

ニ
フ
ォ

ー
ム
を
着

るんさ子直野角

｢人権を考える｣

期
間
・：
1
2月
４
囗

㈹
～
９
日

㈲

会
場
…
図
書
館
本
館

＝
午
前
９
時

3
0分
～

午
後

５
時
（
水

・
金
曜
日

は

午
後

７
時

ま
で

）
、

稔
台

・
八

柱
分
館

＝
午

前
９
時
3
0分
～
午
後

５

時
問
市

立
図
書
館

℡
3
6
5
・
5
1
1
5

日

時
…
1
2月

４
日

次
午
後
１

時

3
0分

か
ら

会
場

…
野
田
市
文
化
会
館

内
容
…
二
遊
亭
円
楽
「
笑
い
と

人
生

」

費
用
…
無
料

※
手
話

通
訳
あ
り

問
野
田
市
人
権

施
策
推
進
課

℡

０

４
７
１

・
2
5・
1
1
1
1

内

線
2
1
3
1

こ
と

に
な
り

ま
す

が
、
指
導

者

と
し

て
更

な
る
飛

躍
を
大

い
に

期
待
し

て

い
ま
す
。

角
野
直
子
さ
ん
に

つ
い
て

は
、

1
0月
2
5日
号

の
市

長
室

・
発
で

も

詳
し

く

紹
介

し

ま

し

た

が
、

国

際
宇
宙

ス
テ

ー
シ

ョ
ン
搭
乗

に

向
け

て
、
現
在

、
宇

宙
飛
行

士

と
し

て
訓
練

に
励

ん
で

い
ま

す

。以
上

、
市
民

栄
誉

賞
を
贈
呈

さ

せ
て

い
た
だ

い
た

皆
さ

ん
の

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

で
す

。
皆

さ
ん

の
活
躍

は
、
私

た
ち

に
夢

や
勇

気
を
与
え

て
く

れ
ま
す

。

今
後

は
、
更

に
幅

広
く
各

分

野
で

ご
活
躍

さ
れ
て

い
る
市

民

の
皆
様

を
対
象

と
し

た
新

た
な

表

彰
制

度
を
創

設
し

て

い
き
た

い
と
考
え

て

い
ま
す

。

大
輪
の

菊
咲
き
市
氏
栄
誉
賞
久

市民の皆さんの声を直接お聞きする た

め、市長室直通のフ ァクスと 、市長専用

のメールボックスを設置しています。

市政に関して感じていることや建設的

なご意見をお寄せください( できれば、連

絡先をお書き添えください) 。

FAX  366-2301

メールアドレス

mayor.matsudo@intership.ne. jp

(10月末現在の受信件数) FAX757件､メール666件

出産・誕生

出
産
の
歴
史

か
つ
て
日
本
で
は
、
産
婦
は

海
辺
等
に
建
て
ら
れ
た
産
屋
で

出
産
を
迎
え
ま
し
た
。
出
産
を

介
助
し
た
産
婆
は
、
戦
後
、
助

産
婦
と
名
前
を
変
え
、
産
後
も

取
り
上
げ
た
子
の
面
倒
を
見
た

口
女
性
た
ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
結
ん
で
社
会
関
係
を
維
持
し

て
い
た
と
言
い
ま
す
。

高
度
成
長
期
に
な
る
と
出
産

の
場
は
自
宅
か
ら
病
院
や
産
院

へ
と
移
り
ま
す
。
女
性
た
ち
の

つ
な
が
り
は
薄
れ
、
出
産
介
助

か
助
産
婦
か
ら
産
科
医
の
手
に

移
り
、
出
産
が
医
療
の
下
に
置

か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

身

体

の

安

全

と
心

の

安

心

産
科
医
療

や
技
術
の
進
歩
は

新
生
児
死
亡

率
を
下

げ
、
リ

ス

ク
の
あ
る
出

産
に
対
し
て
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た

。

し

か
し

、
正

常
出
産
ま
で

が

医
療
の
下

に
置
か
れ
た
こ
と
は
、

新

た
な

問

題
も
生

み

ま
し

た

。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
　（
世
界
保
健
機
構
）

で

は
、
正

常
出
産
に
対
す

る
過
度

の
産
科

医
療
の
濫
用
に
警

鐘
を

発
し

て
い
ま
す

。

ま
た
、
初
め
て

の
妊
娠
、
出

産

は
喜

び
で
あ
る
と
と

も
に
当

事

者
に
と
っ
て
は
未
経

験
の
不

安

な
出
来
事
で
す

が
、
病

院
で

の
出
産
に
、
身
体
だ
け

を
預

け

て
気
持
ち

が
取
り
残
さ

れ
て
し

ホ ー ム ペ ー ジ

http:ｿﾙ'.intership.ne.jp/womens一的uu.matsudo/

メ づ レyuu.matsudo@intership.ne.jp

問 女 性 セ ン タ ー ゆ う ま つ ど

℡364 -8778 FAX364-7888

ま
う
よ
う
な
思

い
を
持
つ
人
も

い
ま
す

。
正

常
出

産
で
あ
れ

ば

母
子
の
身
体
的
安
全
が
、
必
ず

し

も
精
神
的

な
安
心
を
も
た

ら

す
わ
け
で
は
な

い
よ
う

で
す

。

女

性

の
心

身

の

健

康

と

権
利

女
性

の
心

と
身
体
双
方

の
健

康
と
権
利

の
た
め
に
解
決
す

べ

き
課
題

は
山
積
し
て

い
ま
す

。

望
ま
な

い
妊

娠
を
し
な
く
て

す

む
よ
う

に
す
る
こ
と
、
精

神
的

に
よ
り
安
心
し
て
出
産
に
臨
め

る
よ
う

に
す
る
こ
と
、
納
得

で

き

る
出

産
の
形
を
選

べ
る
よ
う

選
択
肢
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
、

妊
娠

、
出

産
し
な

が
ら

も
働

き

続
け

や
す

い
環
境
に
し

て

い
く

こ
と

、
産
ま
な

い
選
択

を
尊
重

す

る
こ
と

な
ど
で
す
。

命

を
迎

え

る
社

会

ま

た
、
女
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で
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も
大
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影
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し

ま

す

。
そ

し
て

、

生

ま
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る
側
に
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点

を
当
て

れ

ば
、
そ
れ

は
幼

い
命
を
迎
え

る
社
会

全
体

の
問

題
で
す
。
医

療

技
術
だ
け
の
問
題
で
は
な
ぐ
、

産
む
産
ま
な

い
や
男
女

に
か
か

わ
ら
ず
、
産

む
人

を
支

え
な

が

ら
新
し

い
命

の
誕
生
を
温
か
く

迎
え

育

め
る
文
化

と
社
会
を
作

っ
て

い
き
ま
し
ょ
う

。
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保育園児による演奏会および啓発活動

今年の人権週間強調事項

人権週間に伴う図書の展示

人
権
週
間記
念
講
演
会

[No.86

川井敏久

Vol.8

素敵に生きる
ジェンダーフ
リー

市長室発

人権啓発講演会｢ あなたの知

らない世界の人権課題( 飢餓)｣

日時…12月13日(木)午後1時30分～

3時30 分

会場…市民劇場

演題…「多様化する世界で、これ

からの日本が生きる道」

講師…日本国際飢餓対策機構総主

事・神田英輔氏

申し込み…直接会場へ

※保育あり（11 月25 日日から、電

話で公民館℡368-1214 へ。２

歳以上のお子さん先着10 人、お

やつ代200 円）

※手話通訳あリ

問公民館℡368-1214

委　員　名 住　所 電 話

有坂　 星子 金ヶ作306 ℡387-5055

和田　 康男 松戸新田18 の4 ℡362-7853

高橋　 むつき 上本郷2334の6 ℡367-1404

鈴木　一夫 ニツ木144 の2 ℡341-0192

瀧田　 泰子 上本郷3730 ℡362-2683

山田　 英夫 小山265 ℡362-8886

南雲　 祥子 上本郷3212 ℡362-5037

長谷川　智 馬橋1858 ℡341-5231

上 野　弘一郎 胡録台引ワの4 ℡363-4625

若林　 桂子 ニツ木1688 ℡345-3840

大嶋　 弘子 松戸1332 ℡367-6261

｀
～-へ ～
｀~へ ～
心～～

日 時 会 場 内 容 対 象 費 用

街頭広報演奏会

12/5(勅

午前10 時30分

～11 時30 分

松戸駅東西連

絡通路

保育園児による演奏会お

よび啓発活動
市 民

無料

(い すれも

申し込み

不要)

特設人権相談所

12/6木

午前10 時30分

～午後3時

伊勢丹松戸店

11階特別会議

室

家庭問題(親子・相続等)

借地、借家、差別、いじ

め等の人権問題

市 民

人権講演会
12/7金

午後2時～4 時
市民劇場

テーマ…「さまざまな人

権問題について」

講師…人権擁護委員・高

橋むつき氏

市民・民生児童委

員・保護司・母子

福祉推進員・更生

保護婦人会・老人
クラブ
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松戸 市 の家 計簿

財政事情のご案内
平成12年度の決算額は、歳入1,155億9,136万3,321円、歳出1,116

億89万5,212円で、前年度と比較すると歳入は1.7％、歳出は2.7％の

減少となっています。

地方公共団体の財政力を示す財政力指数は0.873で、前年度（平成

11年度）の0.902を0.029下回りました。また、財政構造の弾力性を

示す経常収支比率は87｡7％で、前年度に比べて1.3ポイント減少、公

債費比率は16.596と前年度より0.6ポイント減少しました。

経常収支比率

財政構造の弾力性を判断するための指標。人

件費や物件費など経常的にかかる経費に、市税

や地方譲与税などを中心とする経常的な収入で

あるづ 股財源が、どれだけの割合で充当されて

いるかを表し ます。80 ％を超えると財政構造

の弾力性が失われつつあるといえます。

財政力指数

地方公共団体の財政力

の強弱を示す指標。１を

超えるほど財源に余裕が

あり、財政が豊かである

と見ることができます。

公債費比率

市税などのう 殷財源が、どれくらい公億費

[市 億( 国や銀行なとがら借りている資金)

の返済に充てている費用] に充てられている

かを示す指標。比率が高いほど財政の弾力性

が乏しいことになり、一般には15％を超え

ると｢ 健全財政の黄信号｣ といわれています。

地方財政を取り巻く環境が一段と厳しさを増している中、市では基

本構想に定められた将来像「住んでよいまち・訪ねてよいまち　まつ

ど」実現のため、「最少の経費で最大の効果を挙げる」ことに努めなが

ら、各種施策を展開してきました。

今後も、財政改革計画を推進することで財政の健全化を図り、すべ

ての市民が安心して暮らせるまちづくりを目指します。

商工費

商店街の充実，事業の振興の

ため

16億7,857万2,458 円（1.5％）

消防・防災対策など　　　 ゛,

61 億6,302万1,101 円（5.5％）

市役所の事務管理や広

報まつどの発行など

115億5,440万7,655円

(10.3％)

教育費

教育・文化・スポーツ

の振興など

143 億6,473万5,230円

(12.9％)

その他(1.196)

議会費…7億7,652 万'3,094円

農林水産業費…3119,373 万76 円

労働費…7,144万8,81「7円

社会福祉や児童福祉

の充実など

254 億3,339万9,845

円（22.8％）

市債の返済に充

てるもの

189 億5,466 万

2,344円(口.0％)

ごみ対策や保健衛生の充

実など

158 億3,346:万7,992 円

(14.2％)

道路・河川・公園の整備など

163億7,692万6,600 円

(14.7%)

平成12年度に行った主な事業

民

生

費

民間保育所の充実のために

福祉公社の充実のために

特別養護老人ホーム等の整備のために

老人医療費の助成に

21世紀の森と広場整備に

市営住宅億上事業に

公園整億に

公共建築物の耐震調査に

成人と高齢者の健康のために

各種予防接種に

乳幼児の健康診査に

5億7,195万890 円

3億1,892万5,154円

2億8,009万538円
1億1 820万1,517円

107 万2,991 円

2億6,200万9,010円

9,171万9,359円

4,048:万9,603円

7億1,401万9,898円

3億1,924万9,424円

1億7,824万4,760円

小中学校校舎の大規模改造と耐震改修に…………………4115,818万6,500円

教育用コンピュータの導入に

小学校給食室の改修に

自転車の放置防止対策に

男女共同参画プランの推進のために

五香消防署の建設に

消防指令管制システムのために

中小企業資金融資預託金に

中小企業融資資金利子補給金に

4億3,437万1,873円

1億1,868,万1,500円

5億862 万3,395円

726 万1,360円

3億4,630:万7,500 円

2億1,632:万5,742円

9億円

8,125万4,582円

一般会計から特別・企業会計への繰出金の状況

一般会計（款
）

会　　計　　名 平成13年度予算額 平成12年度決算額

民生費
国民健康保険特別会計 11億4,390万3,000円 30億9,604万8,000円

介護保険特別会計 15億4,顏7万9,000円 11億2,788万3,000円

衛生費

老人保健事業特別会計 11億7,729万2,000円 14億8,891万6,000円

水 道 事 業 会 計 1ｲ意4925万1,000円 1億6,706万4,000円

病 院 事 業 会 計 26億2,649万7,000円 26億9,341万7,000円

商工費
公設地方卸売市場事業

特　　別　　会　　計
2億289万1,000円 1億,9,384万4,000円

土木費
駐車場事業特別会計 1億6,000万円 1億5,500万円

下水道事業特別会計 54億円 52億円

合計 124億431万3,000円 141億2,217万2,000円

平成13 年3 月31 日現 在

(住民基本台帳より)

人口

世帯

面積

461,562人

186,412 世帯

61.33k㎡

※平成13年度は9月

補正後予算額

繰越金

地方特例交付金

国庫支出金

諸収入

税の延滞金，雑入など

26億5,453:万7,678 円(2.3%)

繰入金

財源の年度間調整のために、

基金および特別会計から繰

入したもの

5億264 万7,602円（0.41％）

その他（4.0％）

利子割交付金

…21億3,029万9,000円

地方譲与税

…10億3,518万4,000円

自動車取得税交付金

…8-H373万1,000円

寄附金

･･･3億5,289万875 円

･-1億9,363万2,052円

交通安全対策特別交付金

…7,211万5,000円

ゴルフ場利用税交付金

･-･1.230万3,326円

特別地方消費税交付金

…385万5,C00円

市民 税・ 固定 資産 税 ・市 たばこ

税 ・都市 計画 税な ど

652ｲ 意;4,982:万3,747 円(56.4 ％)

収益的収支は、経常的な収

入と支出。資本的収支は建

物や億品などの整備にかか

る収入と支出です。

区分 予算現額 決算額

水

道
事

業

収益的収入 17億8,183万7,000 円 17 億6,221万5,518円

収益的支出 17億2,453万1,000 円 16 億9,829万154 円

資本的収入 6億7,038万1,000 円 7億5,011万2,640円

資本的支出 8億7,554万386 円 8億6,238;万261 円

病

院

事
業

収益的収入 168 億8,487万5,000 円 167 億8,819万579 円

収益的支出 168 億,8,487万5,000 円 167 億5,926 万2,328円

資本的収入 3億9,149万4,000 円 3億9,533 万6,400円

資本的支出 7ｲ意9,192万1,000 円 7億7,278 万2,196円

区分 1世帯当たり 1人当たり

市民税 18万3,989円 7万4,308円

固定資産税 12万126 円 4万8,引6 円

都市計画税 2万2,605円 9,129円

その他 2万3,310円 9,414円

合計 35万30円 14万1,367円

前年度から受け入れたお金

29億5,047万5,565 円（2.6％）

減税に伴う税金の減収の一部を補て

ん する ため 、国 から交 付 され たもの　

26億9.960万2,000円(2.6%)

市 が国 や銀 行か ら長 期に 借り たお 金

66億4,970.万円（5.8％）　　　

国が交付する負担金・補助金・

委託金

84億7,029万5,677円（7.3%)

特 別 会 計

国民健康保険や下水道など特定の事業を行う場合に、その収入を支出に充てるために一般会計と

は別に設けた会計です。

平成12年度の国民億康保険特別会計ほか6特別会計の決算額は、歳入842億4,144万2,851円、歳

出816 億3,735万8,842円で前年度と比較すると、歳入は16.7% 、歳出は15.8% 増加しています。

会計名 予 算 現 額 収 入 済 額 支　出　済　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 283 億4,400万1,000 円 287 億7,068万985 円 278億9,680万1,744円

松 戸 競 輪 特 別 会 計 123ｲ意8,498;万8,000 円 91億9,863万5,114円 85 億5,526万1,103 円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 166 億4,396万8,300 円 157 億926 万9,388円 153億677 万6,864 円

公設地方卸売市場事業特別会計 5億100 万2,000 円 4億7,432万7,815円 4億5,602万3,624 円

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 226億4.507万8,000円 226 億1,160万2,527円 222 億9,973万4,383 円

駐 車 場 事 業 特 別 会 計 2億4,730:万2,000 円 2億4,151万2,211円 2億3,548万1,541 円

介 護 保 険 特 別 会 計 72億4,478万円 72億3,541万4,811円 68 億8,727万9,583 円

合　　　　 計 880億1,111万9,300円 842 億.4,144万2,851 円 816 億3,735万8,842 円

平成12年度の企菜会計の決算額は、収益的収人と資本的収人の
合計が196 億9,585万5,137円、収益的支出と資本的支出の合計が

200 億9,271万4,939 円で、前年度と比較すると、収入は1.2％、

支出は1.7％の減少となっています。

各企業とも健全な公営企業の経営に

努めています。

市内の水道は、県 営のものと市

営のも のがあります。これは、

市営のものです。

市立病院と福祉医療センター東

松戸病院を合わせた収支です。

※収入額が支出額に不足する額は、内部留

保資金で補てんします。

ごみの収集や福祉など、市民の皆さんからの要望はさま

ざまな分野にわたっています。それにこたえるためには。

多くの経費（行政経費）が必要で、皆さんに負担していた

だく税金（市税負担額）をはじめ、国からの補助金や市債

で賄われています。

※平成13 年3 月31 日現在の人口・世帯数で算出

圓

平成12 年 度決算の概要と平成13 年度上 半期 （４

月9 月）の予 算の執行状況をお知らせします。

市では、皆さんに負担していただいた税 金や、国

･ 県 からの 支出金、市債など （歳入） が、ど のよう

に使われたか（歳出）を知っていただくため、皆さ

んの家 庭の 家計簿 にあたる市の財政状況を定 期的に

公表しています。財政状況をご理解いただき、市政

へのご協力をお願いします。　　　　

問財務本部企画管理室℡366-7315

一 般 会 計

平成１２年度決算概要

消防費

総務費

民 生 費

■ ■ ｊ ■- ■

公債費

土木費衛生費

土

木

費

衛
生
費

教

育

費

総
務
費

消
防
費

商
工
濃企業会計

市税

分担金および負担金

法律や条例に基づき、利益を

受ける者にその費用の一部を

負担してもらうもの

12億1,545万3,427円(1.0％)

使用料および手数料

市の財産を使用した人や，特定の

サービスを受けた人からの対価

31億8,696万2,646円（2.8％）

県支出金

県 が交付 す る負担 金 ・補助 金 ・委託 金

34 億7,021 万2,726 円 （3.0％）

地方消費税交付金

県税として徴収した租税から交付さ

れたもの

38億57O 万7.000円(3.3%)

市債

市が標準的な仕事をしていく上で必要

な経費を算出し国から交付されたもの

98億3,193万5,000円（8.5％）

地方交付税

歳入

1,155億

9,136万3,321円

歳　 出

1,116 億

89万5,212円
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※（　）内は､ 平成12 年度 の 繰越 分で す。

科目 予算現額 構成比% 4月～9月末収入済額 収入率％

市　　　　　　税 650億円 58.1 348億5,826万4千円 53.6

地 方 譲 与 税 9億:4,000万円 0.8 3億142万5千円 32.1

利子 割交 付金 14億円 1.2 10億3,57O万円 74.0

地方消費税交付金 38億円 3.

4

20億2,723万2千円 53.3

ゴルフ場利用税交付金 1,700万円　0.0 845万9千円 49.8

特別地方消費税交付金 1千円 0.0 O円 0.0

自動車取得税交付金 7億6,000万円 0,7 2億8,533万6千円 37.5

地方特例交付金 29億9,862万2千円 2.7 29億9,862;万2千円 100.0

地 方 交 付 税 73億597万2千　6.5 57億811万6千円 78.1

交通安全対策特別交付金 8,000万円 0,1 4,005万1千円 50.1

分担金及び負担金 13億6,098万4千円 1.2 5億:4,326万7千円 39.9

使用料及び手数料 33億1,348万4千円 3.0 17億5,658万2千円 53.0

国 庫 支 出 金
(4億65万9千円)
87億749万2千円

7.8
(○円)

25億7,911万3千円
(0.0)
29.6

県　支　出　金
(1億3,700万7千円)
33億8,638万8千円

3.0
(○円)

6億721万9千円
(0.0)
17.9

財　産　収　人 1億8,982万4千円 0.2 1ｲ意3,101万3千円 69.0

寄　　附　　金 3,000万1千円 0.0 3,858万2千円 128.6

繰　　人　　金 2億8,170万6千円 0.3 ○円 0.0

繰　　越　　金
(6億3,231万4千円)

5億円
0.4
(6億3,231万4千円)
33億5,815万4千円

(100.0)
671.6

諸　　収　　人 25億6,207万3千円 2.3 2億2,569万8千円 8.8

市　　　　　　債
(5億4,260万円)
92億2,900万円

8.3
(5,020万円)
○円
(9.3)
0.0

合計 (17億1,258万円)
1,118億6,254万7千円

100.0
(6億8,251万4千円)
565億283万3千円

(39.9)
50.5

■ 特 別 会 計 ※（　）内は、平成12 年度の繰越分です。

会計名 予算 現額 4月～9月末収入済額 収入率％ 4月～9月末支出済額 執行率%

国民健康保険特別会計 288億3,055万8千円 97億8,785万7千円 33.9 110億1,017万8千円 38.2

松戸競輪特別会計 79億4,505万3千円 37億9,214万2千円 47.7 31億7,152万9千円 39.9

下水道事業特別会計
(11億568万1千円)

15O億9.609万8千円

(1億3,206万1千円)

43億2,520万6千円

(11.9)

28.7

(9億3,005:万円)

38億9.879万3千円

(84.1)

25.8

公設地方卸売市場事業

特　　別　　会　　計
5億192万円 1億.3,204万2千円 26.3 1億9,816万円 39.5

老人保健事業特別会計 237億89万2千円 103億7,238万3千円 43.8 97億3,812:万1千円 ４１.1

駐車場事業特別会計 2ｲ意4,544万2千円 1億1,273万9千円 45.9 8,806万5千円 35.9

介護保険 特別会計 100億:9,569万円 38億3,259万4千円 38.0 34億4,521万円 3４.1

合計 （11 億568万1千円）

864億1,565万3千円

(1億3,206万1千円)
323億5,496万3千円

(11.9)

37.4

(9億3,005万円)

315億5,005万6千円

(84.1)

36.5

企業会計 ※（　）内は 、平成12 年度の繰越 分です。

※収入額が支出 額に不足 する額は 、内部留保資 金で補てんし ます。

区分 予 算 現 額　 今月～9月未収入支出済。 収入濯府率％

水

道

事

業

収益的収入 17億2,103 万7千円 7億7,082万6千円 44.8

収益的支出 16億7,683 万４千円 6億9,030万9千円 ４１.2

資 本 的収入 7億7,331万41千円 6,070万6千円 7.9

資 本 的支出 11億1,193.万5千円（94万7千円） 3億9,519万円（39 万４千円） 35.5 （41.6）

病

院

事

収益的収入 168 億8,175万8千円 87 億8,272万6千円 52.0

収益的支出 168 億8,175万8千円 80 億8,594万3千円 47.9

資 本 的収入 5億9,729万円 2億8,511万5千円 ４7.7

資 本 的支出 9億287 万円 3億4,851万2千円 38.6

市有財産の現在高
①基 金
土地開発基金

財政調整基金
国民年金印紙購入基金
高 額療 養貸 付基 金

学 童災 害共 済基 金

松 本清 奨学基 金･･･

福祉基金

美術品等取得基金

文化施設建設基金

市債管理基金
平和 基 金

48 億円

21 億3,064万9千円

8億7,350万円

少子化対策基金

職員 退職 手当基 金 ………

介護 保険 円滑導 入 基金

介護給付費準備基金

1億2,288.万4千円　建物　　886,416.56㎡

2,500万円　④車両　総台数419台
1億円

1億583 万9千円

2億円
O円

4億4,198万3千円
1,000.万 円

3億円

歳出 ※（　）内は、平成12年度の繰越分です。

科目 予算現 額 構成比％ 4月～9月末支出済額 執行率％

議　会　 費 7ｲ惷9,831万5千円 0.7 3億7,708万3千円 47.2

総　 務　 費
(8,400万円)

119億796万3千円
10.6

(O円)

46億４,781万1千円

(0.0)

39.0

民　 生　 費
(1億2,574万6千円)

2４９億18,437万8千円
22.3

(O円)

101億259万6千円

(0.0)
40.4

衛　生　費 152億6,142万3千円 13.6 73億5,807万円 48.2

労　 働　 費 7,263万9千円 0.1 3,496万1千円 48.1

農林水産業費 3億9,959万8千円 0.4 2ｲ15,589万円 64.0

商　 工　費 17億5,301万9千円 1.6 10億1,312万6千円 57.8

土　 木　費
(10億3,463:万7千円)

172億1,432万5千円
15.4
(5億5,600万7千円)

62億1,205万2千円

(53.7)

36.1

消　 防　費
(3,360万円)

61億9,556万8千円
5.5

(O円)

27億6,287万5千円

(0.0)

44.6

教　 育　費
(4億3,459万7千円)

139億3,985万円
12.5
(1億6,237万5千円)

57億2,550万2千円

(37.4)

41.1

災害復旧費 1千円 0.0 O円 0.0

公　債　費 190億1,940万1千円 17.0 54億1,199万4千円 28.5

諸 支 出 金 2,811万8千円 0.0 〇円 0.0

予　 備　費 2億:8,794万9千円 0.3 - -

(17 億1,258万円)

1,118億.6,254万7千円
100.0

(7億1,838万2千円)

439億196万円

(41.9)

39.2

平成13 年度の一般会計の当初予算は1,111 億6,000 万円でしたが、9月

に補正を行い予算現額は1,118 億6,254 万7 千円となりました。執行状況

は、歳入50.5% 、歳出39.2% です。

国民健康保険特別会計ほか6 特別会計の当初予算の合計額は､854 億

4,104 万4 千円でしたが、9月に下水道事業特別会計、介護保険特別会計

の補正を行い、予算現額は864億1,565万3千円となりました。予算の執

行状況は歳入37.4% 、歳出36.5% です。

また企業会計の当初予算は、収益的収入と資本的収入の合計で198 億

8,659 万9千円、収益的支出と資本的支出の合計で204 億8,109 万7 千円で

したが、9月に病院事業の補正を行い、収入の予算現額は199 億7,339 万

9 千円、支出の予算現額は205 億7,339 万7 千円となりました。予算の執

行状況は収入49.6% 、支出は46.3% となっています。

今年度は事業の着実な推進を図るため､「財政改革計画」に基づき､ 有効

性･効率性の高い資源配分を行い､ 成果を重視した施策展開を目指します。

病院 事業 債

101億6,355万3千円

駐車 場債

4億6,492 万3 千円

下水道債

779億327 万

5千 円

その他

97117,585万

４千円

総務債

98億4,974万4千円

30 億2,528 万円

一時借入金の現在高

土木債

390億6,623万5千円

教 育債

270 億958 万４千円

衛生債

207億7,076万8千円

市民 税減税補てん 債

206 億6,135 万2 千円

… な し

国民健康保険事業財政調整基金………14億6,100万円

白 井聖 地公 園基 金 ……………………………………5,769 万6 千 円

(平成13年9 月30日現在)

① 医 業 収益 対 医業 費 用 比 率 （医業 収 支 比 率） に

つい て

市立病院における医業収支比率は91.41％とな

ってお り 、対 前年 度比は4.37 ポイン ト上昇 し てい

る 。 また 、東 松戸 病院 の医 業収 支比 率は80.78 ％

とな っ ており 、0.22 ポ イント 上昇し ている 。こ の

比率の上 昇こ そ が経営改 善の 向上 を表 すこ と にな

るも の である 。

② 入 院患 者及 び入 院 収益 につ い て

市立病 院にお ける 入院 患者 数は 、前年 度より2,9

75 人 の増加 で 、入院 収益は371,728,910 円の 増と

な って いる が 、東 松戸病 院は 、前 年度よ り入 院患

者 数が'3,339人 の減 少で､ 入 院収益も102,827,321

円の減とな っ てい る 。

入院 収益は 医業 収益 の構成 比で 大きな 比重 を占

めてお り 、こ れ が収益 に与える 影 響は 大である こ

と から 、運営 面に おい て十 分留意を 要 する と 思 わ

れる 。

③ 医業 収 益に 対 する職 員 給与 費 比率 につ いて

医業 収 益に 対 する 職 員給与 費 比 率に つい ては 、

昨年よ り若干 低下 の動 きにな ってい るも のの 、全

国平 均から する と 依然とし て高い率を示し ている 。

こ れ は 、救 命救 急医療 体 制の確 立と小 児医 療セ

ン タ ー機 能の 充 実と いう 病 院とし ての 特性 から 、

やむを 得 ない 状 況は 理 解で きる ところ である が 、

医 業費 用に占 める 割合も 大 き＜ 、経営 に与 える 影

響 からも 、早 急に 職員 数等の 改善を 図る 必要 があ

る 。

④ 数 値 目標 と 当初 予 定 業務 量 及び 当 初 医業 収 益

との 関連 につ い て

市立病 院 におい ては 、当初 予定 業務量 と当 初見

積り額 （医業 収益） との 関係につ いては 改善さ れ

てい るとこ ろ であ る が 、東 松戸 病 院に つい ては 、

医業収益の決算額は最終予算額に対し 、115,531,382

円の収 入不足 とな っている 。予 算見 積りに当 たっ

ては、適正な医業収益の見隕り額が求められると

ころ である。　　　･･` ’

⑤ 一 般会 計 から の繰 出金 等 につ いて

一般会計からのいわゆる繰出基準以外の繰入金

が466,410,000 円ある 。前年 度と比 較し て366,83

6,000 円減少し ており 、繰 出基 準以 外の 繰 入金の

解消 へ向け て改善効 果が 認めら れる が 、より 一層

努力 が望まれる 。

以上 述べ てきたとこ ろ である が 、瘋餃 経営 を取

り巻く 医療環 境は 、疾病 構造の 変化 、医 療施 設整

備の進 展 、医 療保険 制度 の改革 、介護保 険制 度の

実施等 により 大きく 変化し てき ている 。こ うし た

こ と から経 営改善に 際し ては 、医 療圈域 にお ける

医 療ニ ーズ及 び医療 供給 体制の 調査分析 、民 間病

院等 を含めた 広 域的な 病 院相互 の連携と 機能 分担

等 、さ らには 、市立 病院 ・東松戸 病院相 互の 役割

分担 を早期に 推進し 、実 現するこ とで 健全な 経営

基 盤の 確保に つな がる もの と期 待さ れると ころ で

あ る。

今後 の運 営に当た っては 、上 述し てき た事 項に

倔齎 のう え 公 営 企業 の 経 営の 基本 原 則 にの っ と

リ 、効 率的な 業務運 営を 推進する ととも に 、市民

の保 健・医療 ・福祉 の支え とし て健全で 信頼さ れ

る 病院 事業の 運営を 展開さ れる よう 、な お一 層の

努力 を要望 する 。

問 監査委 員事務局a366 －7385

監 査委 員 は予 算 の 執行 に つ い て 、目 的 に 従 っ

て 事務 が 効果 的 、経 済的 、合 法 的 に執 行さ れて

い るか を 調 べ る決 算 審査 を 行 い 、そ の結 果を 意

見 書と し て 市長 に 提 出し て い ま す 。企 業 会 計 の

意 見 書の 概 要は 、 次 のとお り で す 。

● 水 道事 業 会 計

水 道事業 会計 におい ては 、収 益的 収支に つい て

は51,986,477 円の 純利 益とな って いる 。こ の理由

とし ては 、水道 料金 の減収 が大 きいも のの 、退職

手当 てを除く 人 件費 、受水 費 、動力費 に変 動が少

な く 、ま た 、平成11 年 度 に水道 料金 等に係る 消費

税相当 額の加 算割 合を3 ％から5 ％ へ改定し たこと

も大 きく 影響し ている と 思われる 。

以下､ 主要な項目4 点につ いて述べるこ ととする 。

① 供 給単 価 と給 水 原価 につい て

有収水量1m3当たり供給単価が179円05銭であ

るのに対して、給水原価が193円55銭で14円50銭

の費 用超 過とな ってお り 、引き 続き 、今後 の動向

には 十分留意 され たい。

② 有 収率 の 向上 につ い て

有収率 につい ては 平 成12 年度91.6196 で 前年度

と比 較し て0.22 ポイン ト 低下し ている 。有 収率を

向上さ せる 有効な 手段 は 漏水対 策であ り 、こ のた

めに は常 に有収 水量 の動向 を注 視し つつ 、調査 ・

分析 を行い 速やか に対応しな け れば ならな い 。

③ 北千 葉広 域水 道企 業 団から の受水 に つい て

北千葉広域水道企業団から の受水量は､3,896,166

? で 、水 道 企業の 総 給水量 に対し て44.1296 を 占

めて おり 、今 後 、井戸 に よる 取水の 長期 安定 活用

をは かるな ど 、受水 量等 の決定 につ いて は 、十 分

留 意さ れたい 。

④ 第5 次 拡 張 事 業 の 着 工 と 石 綿管 更 新 事 業 の 推

進 につい て

第5 次拡 張事業 の早 期着工 を予定 する中､ か ねて

から の石 綿管更 新事 業の 推進を も実 施し て行 かな

け ればな ら ない1が兄にあり 、将来的 には 、公 債費

が増 加し ていくこ と からも 、中 長期 的な 経営 計画

の適 切な 進 行管理 が肝要 であ ると 考える 。

以 上 、各項 目につ い ては 、上 述し てき た通り で

ある が 、最後 に 、市民 に 、良 賈 で安全な 水道水 を 、

低廉 に供 給するこ と が 、水道 企業の 最大 の使 命で

あるこ とを 踏 まえ 、経営面 にお い て 、さ らに 、効

率的な 業 務運 営を推 進さ れるよ うそ の努力 を 期待

するも のである 。

● 病院 事 業 会 計

平 成12 年度病 院事 業の経 営に当 たっ ては 、具体

的な 数値 目標を 掲げ 、各 部門 に周知 徹底と 責 任の

明確 化を 図るな ど 、また 、積 極的な 取り 組みとし

て 、地域医 療 連携室 を設 置し 、入院 患者 の受 入れ

体 制の整 備 、効率的な 病床 利 用率の 確保 等々さ ま

ざ まな 改 善策を 講じる こと で 、数値 目 標の達 成に

向け 職員 が一丸 とな って 努力さ れ ているこ とは 認

めら れる ところ である 。

以下､ 主要な 項目5 点 について 述べるこ とと する 。

平
成
１
３
年
上
半
期
（
４
月
１
日
～
９
月
３
０
日
）

予
算
執
行
状
況

歳入

地方債の現在髙

市は、教育・福祉・土木など、さまざまな事業を行っています。これらは

通常、市民の皆さんに負担していただく市税、国や県からの補助金など、そ

の年度内の収入で賄われています。しかし、事業の効果が後世にも及ぶもの

については､ 将来の市民にもその負担をしていただく方が税負担の公平を図

ることができるので、市は国や銀行などから長期で返済する資金（地方債）

を借り、それを費用の一部に充てて事業を進めています。平成13 年9月30 日

現在の地方債現在高は、下のグラフのとおりです。

高額介護サービス費等貸付基金

高志教育振興基澑

出産費資金貸付基金
②有価証券及び出資による権利24 億5,528.万8千円

③土地および建物

土地　　3,060,865.05㎡

(うち土地開発基金　22.571.30㎡)

800 万 円

1,500 万 円

2,275万1千円
5_000 万 円

2億6,901万円

4億1,000万円

企業会計における決算審査意見書の概要

５
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［
］
平

安

京

天

文

学

～

星

と

暦

と

陰

陽

師

～

陰
陽

師
の
安
倍
晴
明

は
天

文
博

士
で
も

あ
ひ
ま
し

た
。
当

時
の
天

文
学
と
天
文
観
を
紹
介
し
ま
子

。

1
2
月
１
日
(
土
)
～
１
月
2
7
日
(
日
)
の

土

・
日

曜
日
、
祝
日

（
1
2月
2
4日

(
休
)
は
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
投
影
）

時
間

第
一
丁

四

十
曜
日

、
日
曜
日
、

祝
日
は
午
前
1
0時

・
午
後
１
時
3
0

分

・
３
時
3
0分

か
ら

（
そ
の
他

の

子
曜
日
は
午
後

の
二
回

の
み

）

投
影

時
間
五
子
分

会

場
市
民
会

館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
　
定
員
先

着
八
子
人
費
用
子
ど
も
三
十
円
、

大
人
五
十
円

問
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

℡
3
6
8
・
１
９
】Ｑ
り
７

【
】
荒

馬

座

公

演

1
2
月
２
日
(
日
)
午
後
２
時
開
演

会
場
流
山
市
文
化
会
館
内
容
和

太
鼓

と
踊
り

費

用
二
十
五
百
円

問
子
ど
も

の
家
わ
ら
し
こ

℡
０
４

７
１
・
5
0
・
2
6
5
4

「
」
松

戸

こ

ど

も

か

る

た

大

会

１
月
1
4
日
(
祝
)
十
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
３
時
3
0分

会

場
常
盤
平
市

民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
松
戸
の

か
る

た
を
使
用
し
て
の
大
会
　
費
用
三

百
円
（
参
加

賞

・
保
険
料
を
含
む

）

申
1
2
月
2
5
日
(
金
)
ま
で
に
、
所
定
の

申
込
用

紙
で
こ

ど
も
課
へ

問
松
戸
カ
ル
タ
協
会
・
小
川
℡
3
4
4

・
0
5
8
0

【

】
や

わ

ら

木

苑

大

バ

ザ

ー

ル

1
2
月
２
日
(
日
)
午
前
１
１
時
～
午
後

２
時
会
場
金
ケ
作
自
治
会
館

内

容

雑
貨

・
衣

類

・
模

擬

店

な

ど

※
新

し

い
物

品

の
提

供

歓

迎

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
わ
ら

木

苑

友

の
会

℡
3
8
6・
0
2
1
3

【
】
森

の

宝

さ

が

し

1
2
月
２
日
(
日
)
午
後
１
時
～
３
時

3
0分
〔
雨

天
中
止
〕
　
会

場
関
さ
ん

の
森
（
新
松
戸
）
　
内
容
落
ち
葉
、

木

の
実
な

ど
を

晩
秋
の
森
で
さ

が

す
費
用
二
百
円
（
四
歳
以
上

問
電
話
で
ま

つ
ど
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ

ー
ム
の
会

・
福
和
田

℡
3
8
9
・
9
6

2
2

へ

【
】
光

カ

ラ

オ

ケ

サ

ー

ク

ル

十

周

年

記

念

発

表

会

1
2
月
８
日
(
土
)
午
前
1
1
時
開
演

会
場
市
民
会
館
　
内
容
歌
と
踊
り

の
共
演
　
費
用
入
場
無
料

問
久
保

山

℡
3
6
8
・
9
2
2
1

「

」
舞

踊

発

表

会

1
2
月
１
日
(
土
)
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
５
時

会
場

市
民
劇
場

内

容
舞
踊
の
発
表
会
費
用
無
料

問
松

戸
尾

上
会

・
田
村

℡
3
6
3
・
５

［

］
朗

読

「

さ

く

ら

会

」

（
県
女
性
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
参
加

）

1
2
月
２
日
(
日
)
十
後
２
時
4
5
分
～

３
時
4
5分
　

会
場
さ
わ

や
か
ち

ば

県
民
ホ
ー
ル
　
内
容
樋
口
一
葉
作

「
大
つ
も
ご
り
」
ほ
か
　

費

用
無
料

問
日
佐
戸
℡
3
8
4
・
5
6
6
9

【
】
障

害

者

児

と

共

に

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

を

観

ま

せ

ん

か

①
1
2
月
７
日
(
金
)
十
後
２
時
②
８

日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
会
場
野
田

市

文

化

会

館
　

内

容
オ

ペ
レ

ッ

タ

「
泣
い
た
赤
鬼
」
　
　
費
用
無
料
（
整

理

券

が

必
要

）

※

こ

の
公

演

の

た

め

の
募

金

を

お

願

い
し

て

い
ま

十

。

申
電

話

で

山

日

℡
3
4
5・
4
5
7
3

へ
【

】
登

山

入

門

「

金

時

山

か

ら

金

太

郎

伝

説

の

地

へ

」

１
９
一
月
８
日
(
土
)
午
前
６
時
3
0
分
新

松

戸

駅

前

出

発

（
午

後

７

時

帰

着

）

内

容

箱

根

の
金

時

山
（
神

奈

川

県

）

に

登

り

、
下

り

な

が

ら

金

太

郎

伝

説
の
地
を
め
ぐ
る
対
象
六
十
歳

未
満
の
人
定
員
先
着
二
十
五
人

費
用

四

十

三
百

円

（
貸

切

バ
ス

・

保

険

料

を

含

む

）

申
電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

℡
0
9
0・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

「

」
一

緒

に

歌

い

ま

せ

ん

か

1
2
月
１
１
日
(
火
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
市

民
セ
ン

タ
ー
　
内

容
日

ご
ろ
練
習
し
て

い
る
歌
と

ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
聞

い
た
り

一

緒
に
歌
っ
た
り
す
る
　
費
用
百
円

問
常
盤
平
女
声
合
唱
団
・
鈴
木
℡

3
8
4
・
0
7
4
12月23日(土)午後1時開演　会場市民劇場　対象市内お

よび近隣に在住・在学・在勤の①両親とも日本国籍を

［

］
松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

介
護
1
2
月
３
日
(
月
)
・
1
7
日
(
月
)
、

税
務
1
2
月
４
日
(
火
)
・
1
8
日
(
火
)
、
年

金
1
2
月
1
4
日
(
金
)
・
2
1
日
(
金
)
、
法
律

1
2
月
Ｈ
日
(
火
)
、
財
産
形
成
1
2
月
５

日
(
水
)
・
６
日
(
木
)
・
８
日
(
土
)
・
1
3
日

(
木
)
・
1
9
日
(
水
)
・
2
0
日
(
木
)
・
2
2
日
(
土
)

費
用

無
料

※
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ
を

問
松
戸
栄
暮
ら
し

の
相
談
セ
ン

タ

ー
℡
3
6
0
．
6
6
1
2

【
】
ビ

リ

ヤ

ー

ド

松

戸

市

民

大

会

1
2
月
８
日
(
土
)
午
前
1
0
時
3
0
分
集

合
　

会
場

キ
ュ

ー
バ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（
古

ケ
崎

八
九
〇

）
　
内
容
上
級

＝

９
ボ
ー
ル
ハ
ン
デ
戦
、
初
級
（
女

性
お
よ

び
初
心
者
）

＝
９
ボ
ー
ル

ノ
ー

ハ
ン

デ
戦
ニ
セ

ッ
ト
　

対

象

市
内
在
住

こ
仕
勤
の

ア
マ
チ
ュ

ア

費
用
千
五
百
円

申
電
話

で
十
葉
県

ビ
リ
ヤ
ー
ド
協

会
松
戸
支

部

℡
3
6
5
・
1
0
1
0

へ

［
］
リ

サ

イ

ク

ル

バ

ザ

ー

1
2
月
８
日
(
土
)
十
前
1
0
時
～
十
後

３
時
〔
雨
天
の
場
合
９
日
(
日
)

会
場
ア
ル
ト

ピ
ア
駐
車
場

※
出
店
者
募
集

問
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

マ
マ

℡
3
8
9
・
１
４
３

持たない②在日期間が通算5 年未

満③15 歳以上④当コンテストで

入賞経験のない人　 テーマ自由

(時間は5分以内)

※スピーチ原稿を審査のうえ、出

場していただくか決定します。

※周りに対象となるﾀﾄ国人がいた

ら教えてあげてください。

申12月14日(金)までに、所定の申　昨年のスピーチコンテ

込用紙（国際交流橋会にあります） ストから

を直接またはファクスで、叫松戸市国際交流協会（市

役所新館5階、℡366―7310FAX308―6789)へ

※スピーチ原稿は1月23日(水)までに､直接または郵送で、

〒271-8588松戸市根本387の5松戸市役所内　(財)

松戸市国際交流協会へ

［

］
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
年

忘

れ

演

芸

大

会

1
2
月
１
日
(
土
)
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時

会
場

常
盤
平

市
民
セ
ン

タ

ー
　

内
容
カ
ラ
オ
ケ

・
舞
踊

・
詩

吟
・
民
謡
な
ど
費
用
無
料

問
常
盤
午
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

℡

3
8
6
・
0
2
0
1

【
】
ち

ょ

つ

と

早

い

ク

リ

ス

マ

ス

会1
2
月
1
2
日
(
水
)
①
十
後
１
時
4
5
分

～

２
時
4
5分
②

十
後
３
時
3
0分
～

４
時
3
0
分
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1

内

容
腹
話
術

の
人
形

や
サ
ン
タ
と

楽
し
く

遊
ぶ
　

定
員
各
回
先

着
四

十
組
　

費
用
親
子
で
十
五
百
円

申
電
話
で
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
渡

辺

℡
3
8
6
・
9
1
5
4

へ

「

」
ど

の

子

も

の

び

る

子

育

て

懇

談

会

1
1
月
2
9
日
(
木
)
午
後
２
時
～
４
時

会

場

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

「
ど

ん

な

子

に

育

て
た

い

か
」

ビ

ジ

ョ
ン

を

描

き

今

や

る
こ

と

を

考
え
る
　
定
員
先
着
十
五
人
　
費

用

二

百

円

（
資

料

代

を

含

む

）

申
電
話
で
フ
ァ
ニ
イ
ク
ラ
ブ
・
橋

本

℡
3
4
8・
7
4
5
4

へ

【
】
交

通

事

故

無

料

相

談

室

相
談
日
月
～

金
曜
日

（
祝
日

を

除
く
）
午
前
９
時
3
0
分
～
正
午
、

午
後

１
時
～

４
時
4
0分

会
場
柏

自
動

車
保

険
請

求
相
談
セ
ン

タ
ー

※
電
話
で

の
相

談
も
受

け
付
け

問
柏
目
動
車
保
険
請
求
相

談
セ

ン

タ
ー

℡
０
４
７
１

・
6
4・
0
1
9

1
［
］
住
宅
ロ
ー
ン
・
サ
ラ
金
等

多

重

債

務

一

一
〇

番

1
2
月
８
日
(
金
)
・
９
日
(
日
)
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時

内
容

多
重
債
務

・
自
己
破
産
に
関
す
る
司
法
書
士

・
弁
護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

℡
0
4
3
・
2
4
3
・
4
1
4
4

※
個
別
面
接
相

談
も
あ
り

ま
子

。

問
前
田

℡
0
4
7
・
拐
・
5
0
7
7

「

」
無

料

法

律

相

談

1
2
月
８
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～

４

時

会
場
千
葉
県

弁
護
士
会

松

戸
支
部

定
員
先
着
子

五
人

申
1
2
月
３
日
(
月
)
午
前
９
時
3
0
分
か

ら
、
電
話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松

戸
支
部

℡
3
6
6
・
6
6
1
1

へ

「
」
柏
市
教
育
対
話
集
会

1
2
月
２
日
(
日
)
午
前
９
時
～
午
後

４
時
3
0
分
会
場
柏
市
中
央
公
民

館
内
容
子
育
て
て
教
育
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
　
費
用
五
百
円

※
保
育
あ
り
（
費
用
二
自
円
）

問
柏
市
教
育
対
話
集
会
実
行
委
員

会
℡
０
４
７
１
・
4
5
・
1
2
9
1

［
］
こ

ひ

つ

じ

お

は

な

し

会

1
1
月
2
8
日
(
水
)
午
後
２
時
～
３
時

会

場

市
川

こ

ど
も

ク
リ

ニ

ッ

ク

内

容
童

話

の
読

み

聞

か

せ

と

人

形

劇

定

員

当

日
‥
先

着

三

十

人

費

用

無
料

問
こ

ひ

つ

じ

お

は

な

し

会

℡
3
8
3・

［
］
正

月

の

準

備

を

し

よ

う

１
９
一
月
2
2
日
(
土
)
午
前
1
0
時
か
ら

会
場
関
宿
城
博
物
館
内
容
卓
上

の
門
松
を
作
る
　
定
員
先
着
四
十

人
　

費
用

四
百
円

申
電
話
で
関
宿
城
博
物
館

℡
０
４

７
１

・
9
6・
1
4
0
0

へ

現代産業科学館催し物

日　時 内　　容 費用

おもしろ工

作クラブ
12/2(日)午後1時

30 分～2 時30分

クリスマスキャンドルを作

ろう（対象小学4年生以上）
950 円

科学館たん

けん隊
12/8(土)午前10時

30 分～11時15分

常設展示などを手がかりに

ラリー形式のゲームを行う 無料

クリスマス

実験講座
12/23祝午後1時
30 分～3時

クリスマス特別バージョン

の実験講座 無料

クリスマス

コンサート

12/23祝

正午～午後1時
県内学校の管弦楽団による

コンサート
無料

問県立現代産業科学館℡379 －2005

【
】
東

松

戸

病

院

健

康

塾

1
2
月
６
日
(
土
)
午
後
３
時
～
４
時

3
0分

会

場
果
松

戸
病
院

演
題

心

の
健
康
～
う

つ
病
の
早
期
発
見

と
治
療
に
つ
い
て
　
講
師
東
松
戸

病
院
精
神
科
医
長

・
池

野
浩
行

氏

定
員

先
着
七
子

人

費
用

無
料

申
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
健
福
祉

医
療

室

℡
3
9
1
・
5
5
0
0

へ

［

］
エ

イ

ズ

に

関

す

る

相

談

・

Ｈ
Ⅰ
Ｖ
抗
体
検
査

受
け
付
け
1
2
月
６
日
(
木
)
・
2
0
日

(
木
)
午
後
２
時
～
３
時
会
場
松
戸

保
健
所
匿
名
結
果
交
付
十
三
日

後

費
用

無
料

問
松
戸
保

健
所

疾
病

対
策
課

℡
3
6
1

・
2
1
2
1

「

」
愛

の

献

血

○

稔

台

連

合

町

会

1
2
月
１
日
(
土
)
午
前
９
時
3
0
分
～

１１！１
時
4
5
分

・
午

後

１

時

～

４

時

会
場

稔
台

市

民

セ

ン

タ

ー

○

松

飛

台

工

業

会

1
2
月
６
日
(
木
)
午
前
９
時
3
0
分
～

Ｈ

時
4
5
分

・
午

後

１

時

～

４

時

会

場

マ

ブ
チ

モ

ー

タ

ー
講

堂

問
保

健

福

祉

課

検

診

係

℡
3
6
6・
７

「

」
酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・

酒

害

家

族

教

室

（
予

約

制

）

1
2
月
６
日
(
木
)
・
2
0
日
(
木
)
①
相
談

＝
午
後
１
時
3
0分
～
３
時

②
教

室

＝
午
後
２
時
3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所
内
容
①
ア
ル

コ

ー
ル

の
飲
み

方
に
心
配

の
あ
る

人
ま

た
は
そ

の
家
族

を
対

象
に
専

門
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
・

・
保
健
婦

が
相
談
に

の
る
②
子

ル

コ
ー
ル
依
存
症
を
抱
え

る
家

族
同

士
の
勉
強
と
話
し
合
い
　
費
用
無

料問
松
戸
保
健
所
精

神
保
健
福
祉
課

℡
3
6
1
・
2
1
2
1

ポリオ(急性灰白髄炎) 予防接種
ポリオ（急性灰白髄炎）予防接種を左表

のとおリ実施します。生後3 ヵ月以上7 歳6

ヵ月末満で、２回飲み終わっておらず、転

入・紛失等で予診票のない人は、直接中央

保健福祉センター・各支所の市民健康相談

室で申し込むか、ハガキ記入要領を参照の

うえ､申し込んでください。後日郵送します。

※生後3ヵ月にならないと受けられません。

※会場の駐車場は狭いため、車での来場は

ご遠慮＜ださい。

問保健福祉課予防衛生係℡366-7484

ハガキ記入要領(う ら)

271  -0072

松
戸
市
竹
ケ
花
七
四
の
三

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係
行

5

0

ポ リ オ予 防 接種申 し 込 み

・初めてまたは1 回受けた

受けた日付け

○年 ○月○日

・郵便番号と住所

・ 保護 者氏名

・ 子どもの 氏名

・ 子どもの 生年月日

・ 電話番号

会　　橋 13年 14年

中央保健福祉センター
11/28(水)2/27(水

)12/21(金)

12/ 3(月
)

3/22(金

)東部市民センター 3/ 4(

月)
常盤平保健福祉センター

11/29(木)2/25(月

)12/20(木)3/18(月

)常盤平市民センター
12/ 4(火

)

3/1(

金)12/17(月

)

3/15(金

)明市民センター 12/ 6(木

)

3/12(火

)古ケ崎市民センター 12/ 7(金

)

3/ 6(

水)稔台市民センター 12/13(木)3/ 5(

火)小金原市民センター 12/12(水)3/13(水)

新松戸市民センター
12/ 5(水

)

2/28(木)

12/18(火)3/14(木)

小金保健福祉センター
11/30(金) 2/26(火)

12/19(水

)

3/19(火)

馬橋市民センター 12/11

(火)

3ﾉ 7(木

)六実市民センター別館 12/14(金)3/ 8(金

)
二子世紀が丘市民センター 12/10(月

)

3/11( 月)

受け付け時間…午後1時～2時15 分（予
診票があ十lぱ予約は不要です）

1日本語スピーチコンテスト

外国人出場者を募集

6

催
し
物

情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

。

健
康

(お もて)



申
１
１
月
2
9
日
(
木
)
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ

ガ
キ
に
希
望
品
名

・
住

固
消
費
生
活
課

℡
3
6
6
・
7
3
2
9

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
1
-
0
0
7
3
松
戸
市
小

根
本
七
の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第

ニ
ビ
ル
　
松
戸
市
消
費
生
活
課
へ

Ｏ
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
１１一
月

2
9
日
(
木
)
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
二

人
三
点
ま
で
）
。

１
月
2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
電

気
製
品
・
日
用
雑
貨
・
衣
料
品
・

食
料
品
・
自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま

せ
ん
。

〔
楽

器
〕

電
子

ピ
ア
ノ

〔
子

供
用

品

〕
三
輪
車
◆

歩
行

器

◆

セ

ー
フ
テ
ィ

ゲ
ー
ト
◆

ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
◆
Ａ
型

ベ
ビ
ー
カ
ー
◆

ベ

ビ

ー
バ
ス
◆

ロ
ー
チ

ェ
ア
ー
◆

ハ

イ
ア
ン

ド
ロ

ー
チ
ェ

ア
ー

〔
家
目
パ
イ
プ
式
折
り
畳
み
ベ
ッ

○
譲
り
ま
す
（
価
格
無
料
）

リ
サ
イ
ク
ル

広
場

広 報 ま つ ど2001 年( 平 成13 年)11 月25 日

「
」
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習

会
1
2月
７
日
～
１
月
2
5日
の
毎
週

金
曜
日
（
1
2月
2
8日
と
１
月
４
日

を
除
ぐ
）
午
後
７
時
～
９
時

会

場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
ワ

ル
ツ

ー
タ
ン
ゴ

ー
ル
ン
バ
ー
チ
ャ

チ
ャ
　
費
用
一
回
五
百
円

問
小
金
原
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
・
田
中
℡
3
4
2

・
7
2
8
3（
夜

間
の
み
）

［
］
中
級
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

平
成
1
4年
１
爿
１１
日
～
３
月
１

日
ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日
〔
全

十
五
回
〕
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室
　
対
象
市
内
在
住
で

全
回
出
席
で
き
、
す
で
に
基
本
的

な
手
話
を
習
得
し
、
聴
覚
障
害
者

と
交
流
の
あ
る
人

定
員
二
十
人

（
抽
選
）
　
費
用
千
円
（
ほ
か
に
テ

キ
ス
ト
代
千
百
五
十
五
円
）

申
1
2
月
３
日
(
月
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
（
フ
リ
ガ
古

・
住
所
・
電
話
番
号
・
返
信
用
あ

て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0

9
4
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
の
一

総
合
福
祉
会
館
内
　
松
戸
市
社
会

福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
「
中
級
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
係
（
℡
3
6
2
・
5
9
6

3
）
へ

(財)21世紀職業財団千葉事務所の講
座

講座名 日　時 内　　　容 対　　象 定員
①パートタイム労働
ガイダンス「知らて
おきたい法律と税金・社会保険の知識」

12/4(火)
午後1時30分～4時30分

就職時に確認しておきたい労働条件やパー
ト収入と税金の関係などをわかりやすく説明（ガイダンス修了後個別相談にも応じま
す）

これからパートタイマー
で働きたい人・現在パートタイマーで働いている
人

先着20人
(うち個別相談10人)

②
職場におけるセク
シュアルハラスメント防止実践セミナー

12/ 4(火
)午後1時15分～4時30分
講演「セクシ
ュアルハラスメントに関する

相談」・事例発表「わが社のセクシュアルハラスメント相談対応」
セクシュアルハラスメン
ト相談窓口担当者・事業主・人事労務担当者等

先着50人

③経
営戦略としての
ポジティブ・アクション促進セミナー

12/11(火)午後1時30分～
4時

講演「女性の能力活用とポジティブ・アク
ションのすすめ」・事例発表「松戸市におけるポジティブ・アクションの取り組み」

人事労務担当者 先着50人

④女性のためのキャリア・アップセミナー12/13(木)午前10時～午後5時 講演「これからのキャリア開発の考え方」・女性管理職の体験発表「私のキャリア形成」キャリア・アップを目指す中堅女性従業員 先着20人

⑤女性社員活性化セミナー 12/14(金)午後2時～41時30分講義「ポジティブ・アクションでいきいきした職場を創る」 女性部下の活用をしたい中間管理職 先着30人

問
収
納
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
5

に
お
願

い
し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
℡
3
6
6

・
7
4
6
2

限
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

1
1
月
3
0
日
(
金
)
は
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税

（
第
三
期
）

の
納
期

［
］
納
期
内
納
付
に
ご
協
力

を

自
由

。
作
品

は
未

発
表

の
も
の

で
、
表

装
（
仮
巻

き
は
不
可

）

と
し
、
額

装
は
、
ひ
も
を
つ
け

る
こ
と

。

※
す
べ
て
の
部
門
に

つ
い
て
縦

横

対
象
中

学
校
を
卒
業
し
て
平

成

1
4年
３
月
3
1日
に
満
二
十
歳

に
達

し
て

い
る
人
　

試
験
科
目
作
文
・

面
接
　
願
書
支
付
２
月
1
2
日
(
火
)
～

1
4
日
(
木
検
査
日
２
月
2
6
日
(
火
)

問
県
立
東
葛
飾
高
校
℡
０
４
７
１

・
4
3・
4
2
7
1

［
］
東
葛
飾
高
校

（
定
時
制
）

成
人
の
特
別
入
学
選
抜

文
部
科
学
省
補
助
事
業
ロ
シ

冬
の
人
自
然
体
験
（
費
用
十
万
万

円

）
ほ
か
　

自
主
事
業

カ
ン
ボ
ジ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

（
費

用
二

十
四
万
八
千
円
）
ほ
か
　
対
象
十

八
歳
上
二
十
歳
（
高
校
生
不
可
）

問
国

際
青

少
年
研

修
協
会

℡
0
3・

３
３
５

４
・
2
2
0
7

入
２
月
1
6
日
土
午
前
1
1
時
～
午
後

４
時
の
間
に
文
化
ホ
ー
ル
へ
　
費

用
出
品

料
二
千
円
（
高

校
生
千
円

）

［
］
大
学
生
・
社
会
人
の
た
め

の
冬
期
海
外
派
遣

対

象
車

内
在

住
・
在
勤
・
在
学

の
十
六
歳
以
上
の
人
　
部
門
漢
字

・
か
な
・
近
代
詩
文

・
て

ん
刻

・

刻
字

・
そ
の
他
　

規

格
て
ん
刻

＝

三
十
セ
ン
チ
×
三
十
九
セ
ン
チ
、
刻
字
＝
百

四
十
セ
ン
チ
×
三
十
五
セ
ン
チ
以
内
、
そ
れ

以
外

＝
小
画

仙
紙
半
折
以
内
　

搬

案
内

［
］
松
戸
市
書
道
展
覧
会
出
品

【
】
横

須

賀

学

童

保

育

所

パ

ー

ト

指

導

員

を

募

集

時
間
午
後

３
時
～

６
時

（
週
二

～
三
日
勤
務
）
　
勤
務
場
所
横
須
賀

学
童
保
育
所
　

募

集
人
数
二
人

程
度
　

対
象
年
齢
十
八
～
五

十
歳

く
ら

い
ま
で
　

時

給
七
百

九
十
円

※
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

。

問
横
須

賀
学
童
保
育
所

℡
3
4
5
・
６

対

象
将
来
知
的
障

害
関
係
福
祉

分

野
で
仕

事
を
し
た

い
人
　

資

格

四
年

生
大
学
を
修
了

し
た
人

・
保

育
士
資
格

の
あ
る
人

（
い
ず
れ
も

見
込

み
を
含
む
）
　

年
限
一
年

※
宿

舎
制

問
国
立
秩
父
学

園
附
属
保
護
指
導

職
員

養
成
所

（
所
沢
市
）

℡
0
4
2
・

9
9
2
・
4
1
3
7

成
部
生
徒
を
募
集

現
在

、
厚
生
年

金
ま
た
は
国
民

年
金

に
十
年
以

上
加

入
し
て

い
る

人
は
、
子

ど
も
の
高
校
・
大
学

・

専
門

学
校
等
の
入
学
費
用
ま
た
は

在
学
貿
用
（
ア
パ
ー
ト
代
や
通
学

費
用
等

も
対
象
）
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

融

資
金
額
学
生
一
人
に

つ
き
厚

生
年

金

＝
百
万
円

以
内
、
国
民
年

金

＝
五
十
万
円

以
内
　

融
資
利
率

年
1
.
8
5
％
（
平
成
1
3
年
７
月

1
3
日
現
在
）
　
返
還
期
間
十
年
以

内
（
在
学
中
は
元

金
据
え
置
き
可
）

問
財
医
療
経
済
研
究
・
社
会
保
険

福
祉
協
会

℡
0
3・
３
５
９
５

・
３

【
】
保
護
指
導
職
員
養
成
所
養

℡
3
6
3
・
2
1
7
1
内
線
2
1
2
0

［
］
国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
年
令

教
育
資
金
貸
付
制
度
）

問
市
立
病
院
心
療
・
精
神
科
外
来

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階

会
議

室

※
傍

聴
で
き
ま
す
。
議
案
等
は
お

問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
教
育
委
員
会
企
画
管
理
室
℡
3
6
6

・
7
4
5
5

休
診
日
：
1
1
月
2
9
日
(
木
)
・
3
0
日
(
金
)

「
」
学

習

会

「

問

題

を

起

こ

し

た

子

ど

も

た

ち

と

ど

う

向

き

合

う

か

」

1
2月
８
日

土
午
後

２
時
か
ら

会

場
市
民
劇
場

講

師
ス
で

ｌ‐・
ル

カ

ウ
ン
セ

ラ
ー
・
栗
村
百

合
子
氏

費

用

二
百
円

問
松
戸
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
問
題
研

究
会

・

浅
井

℡
3
6
4
・
6
3
5
6

【
】
ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

「

自

分

の

考

え

を

書

こ

う

」

（
県
女
性

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

）

1
2
月
２
日
(
日
)
午
前
1
1
時
と
午
後

２
時

か
ら
　

会

場
さ
わ
や
か
ち
ば

県
民

プ
ラ
ザ
　

内
容
エ
ッ
セ
イ

・

提
言

・
企
画
書

の
書
き
方
を
学

ぶ

費
用
無
料

問
グ
ル

ー
プ
Ｗ

・
堀

部

℡
0
4
7
・
4
1
2

・
2
5
8
9

危険物取扱者保安講習（義務講習）

講習日 対象施設 対　　象 会　場 費 用

2/7(木)

午前 給油取扱所 危険物取扱者免状所持者のう

ち、危険物取扱作業に従事し
ている人で、免状の交付を受

けた日または講習を受けた日
から3 年を経過しようとして

いる人など

千葉市文化

センター

(千 葉市中

央区中央)

4,700 円

(県収入証

紙で)

午後 その他

8(金)

午前 その他

午後 コンビナート

申12月３日(月）～7日金の間に､受講申請書(消防局・各消防署で配布)・

免状・県収入証紙( 市 役所内銀行 一東葛飾支庁 一警察署で販売) を 持っ

て直接、消防局内松戸市危険物安全協会( ℡363-111 ４) へ

1
2
月
2
0
日
(
木
)
午
後
２
時
か
ら

1
2
月
４
日
(
火
)
午
後
６
時
3
0
分
か

ら
　

会
場
女

性
セ

ン
タ
ー
ゆ
う

ま

つ
ど
※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
等
は
お

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
公
民
館

℡
3
6
8
・
1
2
1
4

［
］
教
育
委
員
会
会
議

【
】
公
民
館
運
営
審
議
会

【
】
市
立
病
院
心
療
・
精
神
科

外
来
休
診

講　座　名 日　　時 定員 費　用

Word を使った文書作

成講座

12/3（月）・4(火)・10(R・11(火)

午後1時３〇分～４時30分
先着7 人

12,000円

(10,000 円)

Excelを使った表計算

講座

12/3(月)・4(火)・10(月)・11(火)

午前9時30分～午後O時30分
先着7 人

12,000円

(10.000 円)

パソコンを使つてみ

よう（対象60 歳以上）

12/20休卜21(金)午前9時30分

～正午
先着6 人 7,000円

※費用のうち（　 ）内は当会員事業所または団体会員のメンバーの場

合です。受け付け開始時に定員を超えた場合は拑選となります。

申11 月26 日（月）午前9 時 から、費用を持って直接、松戸職業訓練センタ

ー（小金原1の19の3、℡349-3200)窓口へ

文化ホールギャラリー

【
】
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
講
座

℡367-7810

会　　期 内　　　容 問い合わせ先

11/27(火)～12/2(1日)松戸あひる会の展覧会 高橋満次 ℡392-5314

11/28(水)～12/4(火)松戸地方特殊学級合同作品展 教）指導課℡366-7458

12/4(火)～9(日) 第11回凛の会洋画展 伊藤亮　　℡388-0481

12/5(水)～9(日) 第7回楽しい水彩画みづえの会展 黒沢光男　℡388-1460

12/11(火)～16(日) ＪＲＰ松戸支部第8回写真展［海月」深野鉞　℡341-2683

12/11(火)～16日 ラディカル絵画展 横尾秀雄 ℡36し てD731

12/18(火)～23(祝) 写撮98まつど第2回写真展 南山稔　　℡387-2085

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

８
時
5
0
分
会
場
J
S
S
テ
ニ
ス

月

第
二

・
四
月
曜
日

午
前
８
時
～

１
９
一
月
か
ら
平
成
1
4
年
1
1
月
の
毎

校
四
期
生
を
募
集

［
］
高
齢
者
初
心
者
テ
ニ
ス
学

問
ス
ポ
ー
ツ
課
℡
3
6
3
・
9
2
4
1

申
当
日
会
場

で

1
2
月
2
日
(
日
)
・
2
3
日
(
祝
)
午
前
1
0

時
～
正
午
、
1
1
日
(
火
)
午
後
１
時
3
0

分
～
３
時
3
0分
、
1
5日

土
午

後
３

時
～
５
時
会
場
柿
ノ
木
台
公
園

体
育
館
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
　

対
象

十
六
歳
以
上

の
人
　

持
ち
物
運
動

着

・
上
履
き
　

費

用
無
料

松戸市七草マラソン大会

申し込みは

12月5日(水)ま

で
問い合わせ…

スポーツ課 ℡363-9241

［
］
柿
ノ
木
台
公

園
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習

会

ア
リ
ー
ナ

（
上
本
郷
駅
下
車
）

対
象

六
十

歳
以

上
の
健
康
な
人

定
員
先
着
二
十
四
人
　
費
用
一
回

五
百
円

申
1
1
1
1
月
3
0
日
(
金
)
ま
で
に
、
電
話
で

松
戸
シ
ル

バ
ー・
テ

ニ
ス
連
盟
事

務

局

Ｔ

Ｓ
・Ｓ
テ
ニ

ス
ア
リ

ー
ナ
内

）

・
柳
井

℡
3
6
6
・
3
6
0
0

へ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

－

講
座
・
講
演

圜

［
］
幼

児

サ

ー

ク

ル

ス

タ

ッ

フ

養

成

講

座

①
1
2
月
1
0
日
側
②
１
月
2
1
日
月

③
２
月
４
日
月
午
前
1
0
時
～
正
午

〔
全
三
回
〕
　
　会
場
青

少
年
会
館

内
容

①
②

浅
野
こ

の
み
氏
に
よ
る

音
楽
リ
ト

ミ
ッ
ク
③
戸
澤

和
代
氏

に
よ

る
す
て
き
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　

春
雨

四
千
円

問
松
戸
子
ど
も
劇
場

・
青
木

℡
3
8
6

・
9
1
5
4

テント小屋パソコン講座とまちづくり寺子屋講座
講座名 日　時 内容等 定員 費 用

パソコンを使わな
いパソコン講座

12/8(土)午後1時
30 分～3 時30分

超初心者のための
パソコン基礎知識

先着15人
500 円( テキス
ト代を含む)

パソコンの基本

操作を学ぶ講座

12/8(土)午前10時

～正午

超初心者でノート

型パソコンの持ち

込める人

先着10人
500 円( テキス

ト代を含む)

お正月リースを

作る

12/10(1月)午前10
時～正午

ドライフラワーで
作るお正月飾り

先着18人
2,500円（材料
費ほか）

会場いずれも松戸まちづくリ交流室テント小屋(東葛飾合同庁舎前)
申電話またはファクスで松戸まちづ＜リ交流室テント小屋℡367 ―88
89FAX367―8827へ

参加者を募集中

会場①③④⑤＝女性センターゆうまつど、②＝ぱ･る･るプラザ千葉( 千葉市) 費用

①③④⑤＝無料 、②=5,000 円( 賛助会員4,000円、当日会場で)

申①＝電話で女性センター℡364―8778へ、②③④⑥＝１１月30日(金)までに､会社

名一役職名・参加者氏名を記入して､ファクスで財21世紀職業財団千葉事務所B1I043-

225 －2080( ℡043-225-  2295) へ
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見に行こう　聴いてみよう
森のホール2

1
期　日 内　　容（★は有料） 開演時

間

問い合わせ先　

12/ 1(土
)

東京バレエ劇場附属馬橋バレエ研究所発

表会
17:30
東京バレエ劇場附属馬橋バレエ研

究所後援会　　　　℡343-8851

2(日)青春歌謡　夢いっぱいコンサート　　 ★ 1４:00
M  I N-ON チケットセンター

℡03-3226-9999

8(

土)

渡辺貞夫コンサート「My Dear Life 」 ★ 17：30 ちけっとぽ一と℡03-3357-9999

16(日)×’マスコンサード　　　　　　　　 ★ 16:00 秀友会・小倉℡0471-88-7750

22(土)
チェコ・フィル合奏団

クリスマス・コンサート
15:00 RO-ON　　　　 ℡365-9911

23(

祝)

し まじろうの
グリスマスコンサート　　　★

12:00 14:20
16:40 こどもちやれんじ

℡0070－800－426-330
24(
休)

し まじろうの
クリスマスコンサート　　　　★

9:40 12:00

14:20  16:40

｜ 11/29(木
)

早川リさこ　ハープリサイタル　　　 ★ 19:00
松戸ハーモニークリエイシヨン

℡362-0585

12/ 1(土

)

柏マンドリンクラブ第10回定期演奏会 14:00
柏マンドリンクラブ・田中

℡362 ―5122

2日 ピ アノ・テクニトーン発表会
11：00

14:30

柏ミュージックアカデミー

℡352-9824

7

(金)

五月女智恵クリスマスコンサート　　 ★ 19:00 智恵友の会　　　　℡387 ー3318

8

(土)

ピアノ発表会 10：00 松井久美子　　　　℡341-4680

8(

土)

音楽発表会 16:00 小原由起子　　　　℡364 ―9777

9(日)リトル・コンサートVOL.3 15:30 ピアノ音楽教室・Tutti℡344―8４18

15(土
)

劇団天童　チャリティー公演
「愛・地球家族」　　　　　　　　　　★

15：00

18:00
劇団天童　　　　　℡387-8716

21(金

)

松嶋和子 声楽研究会 13:30 松嶋和子　　　　　℡387 ー8535

22(土
)

ファミリーのための名曲コンサート
「リコーダーの楽しみ」　　　　　　　★

14:00
松戸クラシック音楽を楽しむ会・

大谷℡367 ー0939

23(
祝)

日下紗矢子ヴァイオリンリサイタル　 ★ 14:00
森のホール21チケットセンター

℡384-3331

24(

休)

ピ アノ発表会 14：00 恩田路子　　　　　℡347 ―8975

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

21世紀の森と広場パークセン
ター

内 容

観

察
会

12/2日 午前10時～11 時30分 バードウォッチング　自然解説員 一首藤美恵子氏

9(日)午前10時～11時30分 野草ウオツチング　自然解説員 川 端祥子氏

申当日パークセンターで〔雨天中止〕 定員先着25人　費用無料

展示 12/18(火)～27(木)
花づくリコンクール入賞作品展
(財)まつど街と水辺の緑化基金

相談
毎週水・土・日曜日と祝日、午前10時～

正午と午後1時～3時30分

みどりの相談員による花や緑に関する相談（電話
でも受け付けます）

開館時間…午前9㈲～午後4時(12/28 ～1/4は休館）

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

戸定歴史館
期 間 内容

12/9日
まで

明治 の 松戸

徳川昭武の撮影した松戸周辺の古写真を集め、同時に古写真と同じ構図で撮影し

た現代の風景写真を比較展示することで、原風景としての松戸の明治時代を探りま

す。会場には、撮影場所を記した地図パネルを配置するなどして、分かりやすく展

示を行います。

主な展示資料「寺社」…松戸神社（明治39年）、古ヶ崎小僧弁天（明治41年）ほか、

「松戸の民家」…千駄堀の民家（明治40 年）、小山の民家（明治39 年）ほか、「農村の

風景」…水田の馬耕（明治41年）麦刈り（明治41年）ほか、「江戸川・水辺の風景」

…江戸川の帆船（明治39 年）、馬橋の細流（明治40 年）ほか

入館時間…午前9時30 分～午後4時30分( 月曜日は休館。ただし、祝日の場合は開館し翌日休館)

入館料…戸定邸・歴史館共通入館券一般240 円(200 円)、高・大学生160 円(120 円)、小･ 中学生

80 円(60円) 個別入館券一般150 円(120円)、高・大学生100 円(80円)､小･ 中学生50円(40円)〔(　)

内は団体料金/20 人以上〕

※毎月第2・4土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

松戸市の市外局番は047 です

市民会館

期日 内容 開演時間 ………問い合わせ先

11/25(日)日本舞踊発表会 11:00 美寿乃会　　　 ℡349 ―3157

12/ 2(日) 25 周年記念「鳳流　鳳の会」 11:30 鳳弥乃輔　　　 ℡348-3325

8(

土)

光カラオケサークル10周年記念発表会 11:00 久保山光枝　　　 ℡368-9221

9(日)幼児教室ふる一つばすけっとクリスマス発表会 13:30 穀山真理　　　　 ℡362 ―7071

16(日)クリスマスバレエコンサート 17:00
バレエサークルコ ソヽペリア・上野

℡0471-55-1540

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

℡368-007

0
｀ 期日 内容 開園時

間

問い合わせ先

11/25(日)第8回松戸川柳大会 10:00 松戸川柳会　　　　 ℡344-5916

28(水

)

ピアノ・トランペットコンサート　　★ 18：30 R  I NG ・竹中　　　 ℡343-9362

12/ 1(土

)

舞踊発表会 10:30 松戸尾上会　　　　 ℡363-5383

7

(金)

人権講演会 14:00 市福祉事務所　　　 ℡366-7349

8(

土)

フルート＆ピアノコンサート 11:00 崎谷直　　　　　　　℡344－6792

14(

金)

聖徳大学フォークソング定期演奏会 16:15 聖徳大学　　　　　　 ℡365-1111

15(土

)

アルハンブラの想い出をひく会 15:00 きしきギター教室　　 ℡363-5439

16（

日）

劇団もくもくももんが楽市楽座 15:00 鮫谷優美　　　　　℡344-9330

19(

水)

カラオケコンテスト 18:00 健康カラオケ普及会　 ℡341 ―3623

21(

金)

定期演奏会 16:20 中央学院大学　 ℡0471-83-6501

23(

祝)

ピアノ発表会 10：30 ピアノスタジオカワサ　 ℡368―7455

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

松戸駅市民ギャラリ

ー期間 12/6(木)まで 12/7(金)12/20(木) 12/21(金)～1/

3(木)
東
小谷明美油彩展

問小谷℡309―5553

水墨画展

問布目℡343 ―7430
墨彩会常盤平教室

小品展

問金光;℡386 ―31

48西
小林恵美ハンドニットグループ展

問小林℡386 ―3710

徳川昭武写真コンテスト入賞作品展

問市商工観光課S366 ―7327

期　 間 内　　　 容

12/1 (土)～27(木)午後1時

15 分・3時15 分から上

映（土・日・祝日は午

前11 時からも上映）

ハイビジョン映像「故宮　至宝が語る中華五千年⑫最後の王朝～清」

《上映時間60分》　会場講堂　観覧無料

1月…「日本美再発見　膳の中の四季～京都・懐石料理」《上映時間30分》

12/2(日)午前11時・午

後2時から各1時間

博物館館内公開　内容収蔵庫・作業室・燻蒸庫など展示室以ﾀﾄの博物館施

設を見学　定員各回15 人( 電話受付先瞿頤)

申11月25日(日午前10時から、電話で市立博物館館内公開係℡384―8272へ

12/1 ～23 の毎週土・

日曜日と12/24 脯 各日

午後2 時20 分～3 時ご

ろ（日によって終了時

間が多少異ります）

映像でみる歴史と文化「20 世紀世界の記録　第3部」　内容1936 年から

1956 年まで激動の20年間を貴重な映像資料で紹介

12/1(土)「ファシズムの嵐　1936～1937年」12/2(日）「第二次世界大戦勃

発　1938～1939年」12/8(土)「戦火の拡大　1940～1941年」12/9(日）

「連合軍の反攻　1942～1943年」12/15(土)「ファシズムの崩壊　1944

～1945年」12/16(日)「混迷の出発　1946～1947年」12/22(土)「冷戦の

時代　1948～1950年」12/23(祝)「戦後秩序の再編　1951～1953年」

12/24 (休)「深まる東西分裂　1954～1956年」

会場講堂　定員当日先着80人　費用無料

シルクロード・コレクション公開資料「仙者訪問」「幼児の布施」などの仏伝図を描いた破風形浮彫

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時 で時・3時・4時から各回男女各1人

申電話で市立博物館試着体験係℡384 ―8272 へ

休館日月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）・第4金曜日・年末年始(12/28 ～1/4) 開館

時間午前9時30 分～午後5時（入館は午後4 時30 分まで） 常設展観覧料一般300 円（240 円）、高・

大学生150 円（100 円）、小・中学生100 円（60 円）〔（　　）内は団体料金/20 人以上〕

※毎月第2 ・第4土曜日は小・中学生の観覧は無料です。　ガイドツアー（常設展示解説）毎日午

前10 時・午後2時から30分間（参加者は観覧料が必要です）　学芸員による展示スポット解説毎

週日曜日午後2時30 分から20 分間（参加者は観覧料が必要です）

※来館者専用の駐車場はありませんので、21世紀の森と広場の有料駐車場をご利用＜ださい。

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 問 相談名　 期　 日‘ 　 時　 間 会 場 問

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

市民相
談課3
66-
731
9　※
一般相
談＝金
銭身の
上相続
離婚等
家庭問
題の相
談

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ 千葉
地方
法務
局松
戸支
局
福祉
事務
所援
護係
36
6-
73
49

３(月)

4(火)

馬橋支所交通事故 午前9時～午後5時
六実支所法律相談

(予約制)

月･火･木曜日

第1 月曜 日

午後1時～5時

午前9時～正午

市
役
所
相
談
コ

｜ナ

｜

4(火) 小金支所

5(水) 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

5(水) 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 6(木) 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(℡ 363-6278)でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談

コーナー

社会
福祉
協議
会　
℡3
68
-0
50
3

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 ３(月) 馬橋支所

４(火) 六実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

4(火) 小金支所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
５(水)・１９(水

)

常盤平支所
※労働･女性相談は東葛飾支庁商工労政課( ℡361 -4089)でも行っています。

5(水)･19(水

)

新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

4(火

)

午前10時～午後3時

常盤平支所
国
民
年
金

℡ 課
366
-73
52

６木)・20(木) 小金原市民センター

7(金) 小 金 支所

小金原支所

痴ほう介護相談 21(金) 午後1時～3時 社会福祉協議会

11(火) ゆ う ま つ ど

こころの相談

(予 約制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後４時

女性 センター

（相 談室直 通）

℡363-0505

14(金) 馬 橋 支所 第2～第4木曜日

18(火) 六 実支所 第1木曜日 午後2時～8時

21(金) 新松戸支所 パートタイム労働力
イダンス( 詳細7面) 4(火)

午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セン ター
℡364 ―8778

25(火) 矢 切 支所

東 部 支所
就学相談( 予約制)

月～金曜日
午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

℡366-7600
27(木)

教育相談( 予約制)
消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～午後4時

消費生活ｾﾝﾀｰ
℡365-6565 青 少年相談( 電話)

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30分

こ ども課
℡363-7867

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後５時
すくすくさぽ-と21℡367-4646

CMS子育て支援センター　℡394-5590青少年相談( 来所)

〔予約制〕
午前8時30分～

午後5時

こ ども 課

℡366-7464家庭児童相談 月～金曜日 午前9時～午後5時 児童福祉課内℡366-7347

母子婦人相談 月～金曜日 午前8時45分～午後5時児童福祉課内℡366-7347※住宅課℡366-7366 、商工観光課℡366-7327

8

､､
℡384-505CL ℡368-1237

市民劇場

345-8

900

教)社会教育課　366-7462

博物館 21世紀の森と広場内） 384-81

81

.℡362-2050

文化ホールギャラリーの催し物は7面をご覧くだ

さい。

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

衛生会館所在…竹ケ花45の53

◆テレホン案内サービス　` '

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています]

℡366-0010
平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　 ℡368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

℡365-3430
衛生会館内　午後８時～11 時

お気軽にご相談ください 12 月の相談あんない ※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません
。

=文化施設だより
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